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翁
方
綱
の

『
四
庫
全
書
提
要
稿
』

民
国
期
の
蔵
書
家
と
し
て
名
高
い
劉
承
幹
(
-
八
八
ニ
ー
一

九
六
三
）
は
、
『
青
鶴
』
の
「
文
苔
」
（
三
頁
I
四
頁
）
と
い

う
コ
ラ
ム
欄
に
翁
方
綱
の
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』
を
入
手
し
た

喜
び
を
述
べ
て
い
る
。

是
の
稿
（
翁
方
綱
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』
）
旧
と
甥
中
の

伍
氏
聰
雅
堂
に
蔵
さ
る
る
こ
と
、
将
に
百
年
に
逮
ば
ん
と

す
。
劫
火
を
歴
経
す
る
も
、
完
好
な
る
こ
と
故
の
如
し
。

之
を
文
瀾
諸
閣
の
書
の
今
に
至
り
て
僅
か
に
什
の
一
を
存

す
る
者
と
較
ぶ
れ
ば
、
何
ぞ
同
じ
き
に
語
る
可
け
ん
や
、

殆
ど
「
神
物
の
護
持
な
り
」
（
『
新
唐
書
』
劉
馬
錫
伝
）
。

已
に
世
変
ず
る
こ
と
愴
桑
に
し
て
、
斯
文
凋
喪
す
る

も
、
此
の
編
を
展
閲
す
れ
ば
、
乾
隆
の
時
の
文
物
の
盛
ん

な
り
し
こ
と
想
い
見
る
べ
し
（
「
翁
蘇
齋
学
士
手
纂
四
庫

全
書
提
要
稿
本
徴
題
述
略
」
『
青
鶴
』
第
一
巻
二
期
・
民

国
二
十
一
年
(
-
九
三
二
）
十
二
月
一
日
）
。

顧
頷
剛
(
-
八
九
三
ー
一
九
八
O
)
は
、
一
九
五
三
年
二
月

に
書
い
た
読
書
筆
記
に
お
い
て
、
右
の
引
用
文
を
節
略
し
て
引

き
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

按
ず
る
に
劉
氏
の
嘉
業
堂
蔵
書
は
今
已
に
尽
く
散
ず
。
此

の
稿
又
た
流
転
し
て
何
れ
の
処
に
至
る
か
を
知
ら
ず

（
「
『
四
庫
提
要
』
纂
修
稿
本
」
『
顧
頷
剛
読
書
筆
記
』

第
五
巻
（
上
）
・
法
華
読
書
記
（
六
）
・
ニ
九
五
三
頁
ー

二
九
五
四
頁
）
。

顧
頷
剛
が
「
何
れ
の
処
に
至
る
か
を
知
ら
ず
」
と
書
い
た
翁

方
綱
纂
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』
（
以
下
『
提
要
稿
』
と
略
称
）

は
、
現
在
、
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
副
本
が
作
ら

れ
て
い
て
三
部
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
復
旦
大
学
図
書
館
古
籍

部
主
任
の
呉
格
氏
の
ご
教
示
と
論
考
「
翁
方
網
纂
『
四
庫
全
書

滝

野

邦

雄

（
和
歌
山
大
学
）

(60) 
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提
要
稿
』
発
微
」
（
『
古
籍
整
理
出
版
状
況
簡
報
』
一
九
九
四

年
第
八
期
〈
二
八
五
期
〉
）
と
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
一
）
翁
方
綱
の
手
稿
本
。
張
元
済
の
紹
介
で
劉
承
幹
が
購

入
し
た
も
の
。
一
五
0
冊
も
し
く
は
―
二
五
冊
あ
っ

て
、
現
在
は
マ
カ
オ
何
東
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
手
稿
本
は
、
一
九
三
十
年
代
に
な
っ
て
、

劉
氏
嘉
業
堂
か
ら
流
出
し
、
一
九
五
0
年
に
何
東
図

書
館
に
収
ま
る
。
私
は
実
見
し
て
い
な
い
。

劉
氏
嘉
業
堂
で
作
ら
れ
た
抄
本
。
（
一
）
の
翁
方
綱

の
手
稿
本
『
提
要
稿
』
が
嘉
業
堂
に
あ
っ
た
時
期
に
、

劉
承
幹
が
、
書
庫
の
管
理
員
の
施
維
藩
に
命
じ
て
作

ら
せ
た
。
こ
の
抄
本
は
、
復
旦
大
学
の
王
欣
夫
教
授

の
手
に
渡
り
、
現
在
は
復
旦
大
学
図
書
館
に
蔵
有
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
抄
本
の
特
徴
は
、
分
巻
し
た
こ
と
•
手
稿
本
の

眉
注
や
行
間
の
批
語
な
ど
を
、
一
括
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
提
要
の
後
に
置
い
た
こ
と
・
案
語
を
加
え
た
こ
と

•
手
稿
本
に
引
用
さ
れ
て
い
た
題
祓
や
印
記
、
目
録

な
ど
に
劃
節
を
加
え
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（二）

（三）

こ
う
し
た
作
業
の
お
か
げ
で
、
『
提
要
稿
』
は
き
わ

め
て
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
は

「
呉
興
劉
氏
嘉
業
堂
紗
本
」
と
あ
る
藍
格
の
用
紙
に

写
さ
れ
て
い
る
。
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
五
•
六
字
、

小
字
双
行
で
字
数
略
同
じ
。
全
十
二
冊
、
総
計
約
八

0
0
頁
で
あ
る
。

王
欣
夫
教
授
が
（
二
）
の
抄
本
を
も
と
に
、
そ
れ
を

新
た
に
四
庫
著
録
・
存
目
著
録
•
四
庫
典
存
目
皆
未

著
録
の
三
つ
に
配
列
し
な
お
そ
う
と
し
た
も
の
。
未

完
成
の
ま
ま
王
欣
夫
教
授
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
後

に
整
理
し
て
十
二
冊
に
分
け
て
、
や
は
り
復
旦
大
学

図
書
館
が
蔵
有
し
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
翁
方
綱
『
提
要
稿
』
の
う
ち
（
二
）
の
劉
氏
嘉
業
堂

抄
本
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
そ
こ
か
ら
み
た
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
編
纂
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
た
だ
、
『
提

要
稿
』
は
厖
大
な
量
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
全
容
を
伝
え
ら
れ

ず
、
偏
っ
た
も
の
に
な
る
と
思
う
が
、
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

付
け
加
え
て
お
く
と
、
呉
格
氏
に
よ
る
と
、
復
旦
大
学
図
書
館

は
こ
の
劉
氏
嘉
業
堂
抄
本
『
提
要
稿
』
の
出
版
を
計
画
し
て
い

(51) 
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る
が
、
出
版
費
用
の
関
係
も
あ
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
実
現
に

い
た
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、
『
提
要
稿
』
を
紹
介
し
た
論
考

は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

播
継
安
「
記
翁
方
網
四
庫
全
書
提
要
（
未
刊
）
稿
」
（
『
図

書
館
雑
誌
』
一
九
八
二
年
第
四
期
）

播
継
安
「
翁
方
網
『
四
庫
提
要
稿
』
述
略
」
（
『
中
華
文

史
論
叢
』
一
九
八
三
年
第
一
輯
）

沈
津
「
翁
方
網
典
『
四
庫
提
要
稿
』
述
略
」
（
『
銭
存
訓

先
生
紀
念
文
集
』
所
収
・
未
見
）

沈
津
「
翁
方
網
典
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
」
（
『
中
国

国
書
文
史
論
集
』
所
収
・
台
北
正
中
書
局
刊
・
一
九
九
一

年
・
未
見
）

呉
格
（
致
之
）
「
翁
方
綱
纂
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』
発
微
」

（
『
古
籍
整
理
出
版
状
況
簡
報
』
一
九
九
四
年
第
八
期

〈
二
八
五
期
〉
）

ま
た
、
黄
愛
平
氏
は
『
四
庫
全
書
纂
修
研
究
』
（
中
国
人
民

大
学
出
版
社
・
一
九
八
九
年
刊
）
第
十
二
章
・
『
四
庫
全
書
総

目
』
（
上
）
第
二
節
・
『
四
庫
全
書
総
目
』
典
纂
修
官
原
撰
提
要

的
比
較
（
三
二
七
頁
ー
三
三
六
頁
）
に
お
い
て
、
翁
方
網
『
提

（一）

『
提
要
稿
』
に
つ
い
て

要
稿
』
な
ど
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
比
較
を
し
て
い

る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
紙
面
の
都
合
か
ら
か
、
他
の
論
考

と
同
様
に
、
現
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
文
章
の
比
較
を

す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
拙
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
『
提
要
稿
』
は
す
べ
て
、

復
旦
大
学
図
書
館
の
許
可
を
得
て
、
私
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
惜
し
み
な
い
ご
協
力

と
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
周
振
鶴
•
復
旦
大
学
歴
史
地
理
研
究

所
教
授
と
呉
格
・
復
旦
大
学
図
書
館
古
籍
部
主
任
と
に
対
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

溜
継
安
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
『
提
要
稿
』
に
は
、
経
部
百
八

十
編
・
史
部
二
百
二
十
一
編
・
子
部
百
七
十
七
編
・
集
部
四
百

十
八
編
の
合
計
九
百
九
十
六
編
の
提
要
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
二
部
の
書
物
を
一
編
で
説
明
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
全
部
で
一

0
0
一
種
の
書
物
に
つ
い

て
の
提
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
「
翁
方
綱
『
四
庫
提
要
稿
』

述
略
」
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
三
年
第
一
輯
）
（
注
1
)
。

(52) 
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巻
二周

礼
述
註
六
巻

六
交
原
意
一
巻

尚
書
義
疏
二
冊
不
分
巻

春
秋
義
疏
一
冊

棚
風
広
義
三
巻

性
図
一
巻

稽
礼
弁
論
一
巻

馬
貢
方
域
考
一
巻

韻
叢
一
巻

周
易
起
元
十
八
巻

易
経
輯
疏

易
範
同
宗
録
二
冊

風
姫
易
遡
五
巻

（
表
一
）

LJ 
LJ 

『
提
要
稿
』
で
は
、
一
見
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
提
要
」
は

順
不
同
で
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
い
ま
、
『
提
要
稿
』

巻
二
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
書
名
を
す
べ
て
順
番
ど
お
り
に
列
挙

し
、
そ
し
て
、
ど
の
地
域
か
ら
ど
の
よ
う
な
書
物
が
四
庫
館
に

進
献
さ
れ
た
か
を
記
録
す
る
『
四
庫
採
進
書
目
』
（
「
原
名
各

省
進
呈
書
目
」
呉
慰
祖
校
訂
・
商
務
印
書
館
・
一
九
六
0
年
刊
）

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
書
物
が
い
ず
れ
か
ら
進
献
さ
れ
た
か
を

示
し
て
み
る
（
表
一
）
。

編
修
鄭
（
際
唐
）
交
出
書
目

翰
林
院
検
討
篇
（
芝
）
交
出
書
目

(53) 
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五
華
纂
訂
大
全
十
四
巻

(

t

J

G

言
『
四
靡
進
言
』
に
は
嚢
た
ら
な
い
）

詩
経
考
十
八
巻

洪
範
皇
極
四
巻

正
鉤
賤
四
巻

豫
章
書
一
百
二
十
二
巻

増
訂
広
典
記
二
十
四
巻

邸
文
荘
集
十
巻

経
書
言
学
指
要
一
巻

古
参
同
契
集
註
六
巻

北
河
紀
八
巻
紀
餘
四
巻

蜀
碧
四
巻

温
公
年
譜
六
巻

文
憲
史
略
四
十
二
巻

（
莞
霙
空
と
か
）

忠
武
誌
八
巻

河
套
志
六
巻

高
披
異
纂
上
中
下
三
巻

或
庵
評
公
穀
二
冊

（
翁
罫
空
と
か
）

江
西
巡
撫
海
続
購
書
目

及
び

六
次
続
採
（
注
2
)

(54) 
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象
数
鈎
深
図
上
中
下
三
巻

公
餘
筆
記
上
中
下
二
巻

伝
神
秘
要
一
巻

吟
窟
雑
録
五
十
巻

霊

星

小

舞

譜

二

冊

ー

苑
璽
卿
集
二
十
一
巻

崇
川
詩
集
十
二
巻

孫
宇
台
集
四
十
巻

同
人
集
十
二
巻

／
 

丈
陵
文
紗
十
六
巻

四
鑑
録
十
六
巻

読
書
筆
記
六
巻

健
餘
詩
草
二
巻

小
学
纂
註
六
巻

呂
語
集
粋
四
巻

手
母
年
譜
一
巻

北
学
編
四
巻

始
青
閣
稿
二
十
四
巻

石
語
齋
集
二
十
六
巻

繹
桐
集
三
冊

|」
I

兵
部
尚
書
察
新
家
蔵
本
（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
）

編
修
励
守
謙
家
蔵
本
（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
）

編
修
動
（
守
謙
）
交
出
書
目

両
江
第
一
次
書
目

(55) 
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甜

雪

齊

集

二

十

巻

―

華
陽
洞
稿
二
十
二
巻

長

物

志

十

二

巻

多

数

あ

り

特

定

で

き

な

い

こ
の
（
表
一
）
を
見
る
と
、
『
提
要
稿
』
巻
二
の
「
提
要
」

の
書
物
は
、
江
西
巡
撫
の
海
続
が
送
っ
て
き
た
も
の
と
、
江
蘇

．
浙
江
の
両
江
か
ら
第
一
回
目
に
進
献
さ
れ
た
も
の
（
両
江
第

一
次
書
目
）
と
が
多
数
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
書
物
は
、
他
か
ら
も
進
献
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時

し
か
進
献
さ
れ
て
い
な
い
書
も
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考

え
て
み
る
と
、
『
提
要
稿
』
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
「
提
要
」
は
、

お
お
き
く
分
け
て
こ
の
二
回
に
わ
た
っ
て
進
献
さ
れ
た
書
物
に

つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
こ
の
『
提
要
稿
』
の
「
提
要
」
の
順
序
は
、
「
両

江
第
一
次
書
目
」
の
な
か
に
「
編
修
励
交
出
書
目
」
の
六
種
類

の
書
の
「
提
要
」
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
る
が
、

翁
方
綱
が
「
提
要
」
を
書
い
た
順
序
に
そ
っ
て
だ
い
た
い
並
べ

て
あ
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
、
各

地
か
ら
書
物
が
ま
と
ま
っ
て
進
献
さ
れ
る
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
四

庫
館
臣
（
以
下
、
「
提
要
」
の
も
と
に
な
っ
た
原
稿
を
作
成
し

た
人
達
を
こ
の
よ
う
に
総
称
す
る
）
が
手
分
け
し
て
「
提
要
」

が
書
か
れ
た
。
各
々
の
四
庫
館
臣
が
書
物
が
進
献
さ
れ
る
度
ご

と
に
数
種
類
の
書
物
の
「
提
要
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
翁
方

綱
の
『
提
要
稿
』
の
配
列
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
書
い
た
自
分

の
「
提
要
」
を
、
作
成
し
た
順
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
並
べ
た

も

の

と

い

え

よ

う

。

）

6
 

5
 

さ
ら
に
、
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
提
要
稿
』
所
収
の
「
提
（

要
」
は
種
々
雑
多
な
書
物
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
翁
方
綱

の
得
意
と
す
る
部
門
の
書
物
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の

上
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
は
、
現
存
す
る
部
晋
涵
(
-
七
四

三
—
一
七
九
六
）
の
「
提
要
」
原
稿
（
嘉
慶
本
・
道
光
本
『
南

江
文
紗
』
所
収
三
十
七
編
・
こ
れ
ら
は
別
に
『
紹
興
先
正
遺
書
』

に
は
『
四
庫
全
書
提
要
分
纂
稿
』
と
し
て
、
『
衆
学
軒
叢
書
』

に
は
『
南
江
書
録
』
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
）
や
挑
踊
（
一

七
三
一
ー
一
八
一
五
）
の
「
提
要
」
原
稿
（
『
惜
抱
軒
書
録
』

所
収
八
十
八
編
）
や
余
集
(
-
七
三
九
ー
一
八
二
三
）
の
「
提
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要
」
原
稿
（
『
秋
室
学
古
録
』
所
収
『
詩
経
』
関
係
七
編
）
な

ど
他
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
分
纂
稿
（
以
下
「
提
要
」
原

稿
と
す
る
）
と
は
少
し
異
な
る
。
部
晋
涵
な
ど
の
原
稿
（
注
3
)

が
、
出
版
に
際
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
翁
方
綱

の
『
提
要
稿
』
は
、
稿
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
四
庫
館

臣
が
書
い
た
「
提
要
」
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
え
て
い

る。ま
た
、
翁
方
綱
(
-
七
三
三
—
一
八
一
八
）
が
四
庫
全
書
と

関
わ
っ
た
の
は
、
初
期
の
頃
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
翁
方
綱
の
自

訂
年
譜
を
含
む
『
翁
氏
家
事
略
記
』
（
翁
方
綱
原
稿
•
英
和
校

訂
•
嘉
慶
中
刊
本
）
に
よ
っ
て
そ
の
経
歴
を
見
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

乾
隆
三
十
八
年

（
一
七
七
三
）

四
十
一
年

（
一
七
七
六
）

四
十
二
年

（
一
七
七
七
）

四
士
二
年

文
淵
閣
校
理
と
武
英
殿
繕
写
四
庫
書
分

校
官
に
充
て
ら
る
。

冬
、
武
英
殿
分
校
覆
校
を
辞
す
が
、
な

お
四
庫
全
書
館
で
、
金
石
・
簗
隷
•
音

韻
の
書
物
を
弁
ず
。

四
庫
全
書
の
五
年
の
期
が
満
ち
、
殿
試

月
、
四
庫
全
書
纂
修
官
に
充
て
ら
る
。

（二）

（
一
七
七
八
）
禰
封
官
に
充
て
ら
る
。

つ
ま
り
、
翁
方
綱
が
、
四
庫
全
書
編
纂
と
関
わ
っ
た
の
が
、

乾
隆
三
十
八
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

以
下
で
ふ
れ
る
が
、
初
期
の
「
提
要
」
原
稿
の
作
成
の
時
に
行

な
わ
れ
た
、
書
物
を
「
応
剛
」
や
「
応
存
」
な
ど
に
分
類
す
る

と
い
う
作
業
の
結
果
が
『
提
要
稿
』
所
収
の
各
提
要
に
附
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
『
提
要
稿
』
巻
十
五
（
二
葉
左
）
に
「
丙
申

三
月
八
日
」
と
あ
っ
た
り
、
巻
十
八
（
十
三
葉
左
）
に
「
丙
申

七
月
十
九
日
」
と
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
丙
申
の
年
は
、

乾
隆
四
十
一
年
(
-
七
七
六
）
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
が
書
か
れ
た
の
は
、
四
庫
全
書

編
纂
の
初
期
の
段
階
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
、
翁
方
綱
が
四
庫
全
書
館
で
作
業
し
た
時
期
、
四
庫
全

書
館
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

『
提
要
稿
』
作
成
の
時
期

乾
隆
三
十
七
年
(
-
七
七
二
）
正
月
初
四
日
に
、
乾
隆
帝
は
、

各
省
に
書
物
を
求
め
る
詔
を
出
す
。
そ
の
末
に
、
次
の
よ
う
に

(57) 



加
え
ず
し
て
、

れ

ざ

る

所

な

り

。

っ

て
目
録
を
叙
列
し
、
・
某
人
の
著
す
と
こ
ろ
に
係
る

を
注
し
、
書
中
の
要
旨
や
何
く
に
在
る
か
を
、
簡
明
に
開

き
載
す
る
を
著
し
め
、
具
摺
し
奏
聞
せ
よ
（
『
乾
隆
朝
上

諭
描
』
第
六
冊
•
楕
案
出
版
社
＊
『
高
宗
実
録
』
巻
九

百
・
乾
隆
三
十
七
年
正
月
庚
子
と
『
欽
定
四
庫
全
書
総
目

巻
首
』
と
に
引
く
文
に
は
少
し
異
同
が
あ
る
）
。

各
省
か
ら
書
物
を
提
出
さ
せ
る
の
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
先

ず
そ
の
地
の
総
督
・
巡
撫
に
簡
単
な
内
容
紹
介
を
か
ね
た
提
出

書
物
の
目
録
を
提
出
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
提

要
作
成
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
詔
は
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
。
「
今
に
至

る
ま
で
幾
ん
ど
匝
歳
に
及
ぶ
に
、
曾
て
未
だ
一
人
の
書
名
を

将
っ
て
録
奏
す
る
を
見
ず
」
（
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
第
七
冊
．

幅
案
出
版
社
＊
『
高
宗
実
録
』
巻
九
百
十
九
と
乾
隆
三
十
七

年
十
月
戊
寅
十
七
日
と
に
引
く
文
に
は
少
し
異
同
が
あ
る
）
。

そ
こ
で
、
同
年
に
朱
箔
(
-
七
二
九
ー
一
七
八
一
）
が
ど
の
よ

1694 

雙

い
の
か
と
い
う

（
〈
第
一
冊
•
四
に
よ

I
-

―

す

る

）

。

そ

の

摺

子

の

内

容

は
、
次
の
四
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

①
旧
本
・
抄
本
を
捜
し
集
め
て
、
国
家
の
書
籍
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
。

②
宮
中
の
書
籍
目
録
を
作
成
す
る
。
ま
た
『
永
楽
大
典
』
か

ら
書
物
を
復
元
す
る
こ
と
。

③
著
録
と
校
聾
と
を
並
び
に
重
ん
ず
る
こ
と
。

④
書
物
を
集
め
る
他
、
金
石
の
刻
と
図
譜
の
学
と
は
必
ず
録

す
る
こ
と
。
そ
れ
と
、
直
隷
に
現
存
す
る
鐘
銘
碑
刻
は
拓

本
を
と
っ
て
集
め
る
こ
と
。

そ
の
中
の
③
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

著
録
・
校
讐
は
、
当
に
並
び
に
重
ん
ず
べ
き
な
り
。

．．．．．． 

臣
請
う
ら
く
は
、
皇
上
詔
も
て
儒
臣
に
下
し
、
校
書

の
選
を
分
か
ち
任
じ
、
或
い
は
七
略
に
依
り
、
或
い
は
四

部
に
準
じ
、
一
書
上
る
ご
と
に
、
必
ず
其
の
得
失
を
校

し
、
大
旨
を
撮
挙
し
、
本
書
の
首
巻
に
叙
し
、
並
び
に
以

て
進
呈
せ
し
め
ん
こ
と
を
（
「
謹
陳
管
見
開
館
校
書
摺
子
」

『
笥
河
文
集
』
巻
一
）
。

(58) 
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書
物
の
著
録
と
校
讐
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
皇
帝
の

も
と
に
集
ま
っ
た
書
物
に
は
、
儒
臣
に
命
じ
て
巻
首
に
解
題
を

つ
け
さ
せ
る
よ
う
提
言
す
る
。
こ
の
摺
子
を
覆
議
し
た
劉
統
勲

（
一
七
0
0
ー
一
七
七
三
）
ら
は
具
体
的
な
方
法
を
述
べ
、
乾

隆
帝
に
よ
っ
て
「
議
に
依
れ
」
と
裁
可
さ
れ
、
「
四
庫
全
書
館

が
開
か
れ
る
。
こ
う
し
て
、
書
物
に
解
題
を
つ
け
る
作
業
が
、

収
書
作
業
と
同
時
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

乾
隆
三
十
八
年
三
月
十
一
日
の
上
諭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

あ

ら

ゆ

い

ま

『
永
楽
大
典
』
の
内
の
所
有
る
各
書
、
現
臣
等
籐
修
の

各
員
を
率
同
し
、
日
を
遂
う
て
検
閲
し
、
其
の
已
経
に
摘

出
す
る
の
書
を
将
っ
て
、
迅
速
に
底
本
を
繕
写
し
、
詳
細

に
校
正
す
る
を
経
る
の
後
、
即
ち
臣
等
に
送
り
て
復
た
勘

定
を
加
え
、
応
刊
・
応
抄
・
応
剛
の
三
項
に
分
別
せ
し
め

よ
。
其
れ
応
刊
・
応
抄
の
各
本
は
、
均
し
く
勘
定
の
後
に

お
い
て
即
ち
起
ぎ
て
正
本
を
繕
し
て
進
呈
せ
ん
。
応
刊

を
将
っ
て
す
る
者
は
、
即
ち
次
第
に
刊
刻
を
行
な
う
も
、

俯
お
均
し
く
劉
向
・
曽
華
等
の
目
録
序
の
例
に
倣
い
、
各

書
の
大
旨
及
び
著
作
の
源
流
を
将
っ
て
詳
ら
か
に
考
証
を

悉
く
し
、
崖
略
を
詮
疏
し
、
列
ね
て
簡
端
に
写
し
、
並
び

に
総
目
を
編
列
し
、
以
て
全
備
を
昭
か
に
せ
ん
。
即
ち
応

剛
と
す
る
者
も
、
亦
た
其
の
書
名
・
節
叙
剛
汰
の
故
を
存

し
、
各
部
の
総
目
の
後
に
附
す
（
『
塀
理
四
庫
全
書
描
案
』

第
一
冊
•
九
葉
左
）
。

『
永
楽
大
典
』
か
ら
復
元
し
た
書
物
に
「
応
刊
・
応
抄
•
応
刷
」

の
選
定
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
題
を
つ
け
る
よ
う
に
言
う
の

で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
翁
方
綱
は
ち
ょ
う
ど
こ
の

三
月
に
四
庫
全
書
纂
修
官
に
充
て
ら
れ
、
十
八
日
よ
り
作
業
に

参
加
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
五
日
の
諭
旨
で
、
乾
隆

帝
は
は
じ
め
て
書
物
の
解
題
を
「
提
要
」
と
称
す
る
よ
う
に
命

じ
て
い
る
。
ま
た
、
「
応
刊
奮
応
抄
•
応
劃
」
の
分
類
を
、
「
応

刊
・
応
紗
・
応
存
」
と
し
、
す
べ
て
の
書
物
に
わ
た
っ
て
提
要

を
書
く
よ
う
に
も
命
令
す
る
。

乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
五
日
、
内
閣
上
諭
を
奉
じ
、

弁
理
四
庫
全
書
処
総
目
を
進
呈
す
る
に
、
経
・
子
・
史

・
集
の
内
に
於
い
て
、
応
に
刻
す
べ
き
・
応
に
紗
す
べ
き

及
び
応
に
存
す
べ
き
（
応
刊
・
応
紗
・
応
存
）
の
書
目
の

三
項
に
分
晰
し
、
各
条
の
下
倶
に
撰
を
経
て
提
要
有
り
。

一
書
の
原
委
、
撮
挙
せ
る
大
凡
、
井
び
に
書
を
著
す
人
の

(59) 
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世
次
・
爵
里
を
詳
ら
か
に
せ
る
を
将
っ
て
、
以
て
一
覧
了

然
た
る
可
し
（
『
乾
隆
朝
上
諭
権
』
第
七
冊
•
福
案
出
版

社
＊
『
高
宗
実
録
』
巻
九
百
六
十
三
・
乾
隆
三
十
九
年

七
月
丙
子
（
二
十
五
日
）
と
『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
巻
首
』

と
に
引
く
文
と
は
少
し
異
同
が
あ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
提
要
は
、

後
に
い
ろ
い
ろ
と
手
が
加
わ
り
四
十
六
年
に
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
翁
方
綱
の
『
翁
氏
家
事
略
記
』
は
、
初
期
の
四
庫
全

書
館
に
お
け
る
作
業
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

癸
巳
（
乾
隆
三
十
八
年
・
一
七
七
三
年
）
の
春
よ
り
[
翰

林
]
院
に
入
り
書
を
修
む
。
時
に
翰
林
院
署
に
お
い
て
四

庫
全
書
館
を
開
く
。
内
府
蔵
す
る
所
の
書
の
発
出
し
て

院
に
到
る
も
の
、
及
び
各
省
進
む
る
所
の
民
間
の
蔵
書
、

又
た
院
中
に
旧
貯
せ
る
『
永
楽
大
典
』
の
内
日
に
日
に

摘
抄
し
巻
を
成
し
彙
編
し
部
を
成
す
有
る
の
書
と
を
以
て
、

三
処
の
書
籍
を
合
わ
せ
て
、
員
を
分
か
ち
て
校
勘
す
。
毎

日
、
清
晨
に
院
に
入
る
。
院
大
厨
を
設
け
卓
飯
を
供
給

す
。
午
後
、
寓
に
帰
る
。
是
を
以
て
日
に
日
に
校
閲
す
る

所
の
某
書
応
に
某
処
を
孜
う
べ
き
あ
れ
ば
‘
[
翰
林
院

の
二
玉
善
亭
に
在
り
て
、
同
修
の
程
魚
門
・
挑
姫
川
亭

•
任
幼
植
森
の
諸
人
と
対
案
し
、
詳
ら
か
に
知
る
所
を

挙
げ
、
各
々
応
に
孜
証
す
べ
き
の
書
目
を
開
す
。
是
の
午

に
は
描
へ
て
瑠
璃
廠
の
書
陣
に
至
り
之
を
訪
査
す
。
是
のも

と

時
、
江
・
浙
の
書
買
亦
た
皆
な
踊
躍
し
て
遍
＜
善
本
を
徴

む
。
校
訂
に
資
す
る
に
足
る
者
、
悉
く
五
柳
居
・
文
粋
堂

の
諸
坊
舎
に
衆
ま
る
。
毎
日
検
し
、
応
に
用
う
べ
き
者
有

れ
ば
、
輛
ち
載
せ
て
満
車
以
て
家
に
帰
る
。
中
ご
ろ
陸
鎮

堂
に
請
う
て
其
の
事
を
司
ら
す
。
凡
そ
校
訂
に
資
す
る
に

足
る
者
あ
り
て
、
価
甚
だ
し
く
は
昂
か
ら
ざ
れ
ば
、
即
）

。
6
 

ち
留
め
て
之
を
買
う
。
力
留
む
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者
は
、
（

或
い
は
急
ぎ
て
其
の
査
を
需
む
る
数
条
を
写
す
、
或
い
は

暫
ら
く
借
り
て
留
む
る
こ
と
数
日
、
或
い
は
又
た
人
を
雇

い
て
抄
写
せ
し
む
（
『
翁
氏
家
事
略
記
』
乾
隆
三
十
八
年

条
〈
三
十
六
葉
左
ー
三
十
七
葉
右
〉
）
。

こ
の
時
期
、
翁
方
綱
た
ち
は
主
に
校
勘
作
業
を
行
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
宮
廷
で
所
有
す

る
内
府
本
や
各
省
か
ら
の
進
献
本
そ
し
て
『
永
楽
大
典
』
か
ら

復
元
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。
翁
方
綱
た
ち
は
、
午
前
中
は
翰

林
院
で
書
物
を
校
閲
し
、
午
後
は
瑠
璃
廠
へ
行
き
考
証
に
役
立
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つ
書
物
を
渉
猟
す
る
。
四
庫
全
書
の
編
纂
に
は
、
四
庫
全
書
館

に
集
ま
っ
た
書
物
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
く
て
、
五
柳
居
や
文

粋
堂
な
ど
の
瑠
璃
廠
の
書
店
が
取
り
扱
っ
て
い
た
書
物
も
利
用

し
た
の
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
巻
末
の
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

ま
た
、
翁
方
綱
自
身
の
蔵
書
を
も
校
訂
に
用
い
た
こ
と
は
、

「
家
蔵
の
版
本
と
相
い
同
じ
」
（
「
中
州
集
十
一
冊
」
『
提
要

稿
』
巻
九
・
三
十
一
葉
＊
以
下
、
『
提
要
稿
』
か
ら
の
引
用

の
場
合
は
、
巻
数
・
葉
数
の
み
記
す
）
と
か
、
「
須
く
家
蔵
の

本
と
相
い
対
す
べ
し
」
（
「
元
文
頴
七
十
巻
二
十
本
」
巻
九
・

三
十
二
葉
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
乾
隆
三
十
九
年
八
月
初
五
日
に
、
厳
し
い
検
閲
を

行
な
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
を

検
閲
す
る
こ
と
も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。い

ま

各
省
已
経
に
進
み
到
る
の
書
に
至
り
て
は
、
現
四
庫
全

書
処
に
交
し
て
検
査
し
、
如
し
碍
げ
に
関
わ
る
者
あ
れ
ば
、

即
ち
撤
出
し
錯
燈
す
る
を
行
な
え
（
『
乾
隆
朝
上
諭
楠
』

第
七
冊
＊
『
辮
理
四
庫
全
書
楠
案
』
第
一
冊
•
三
十
一

葉
右
も
同
じ
）
。

こ
の
作
業
の
痕
は
、
『
提
要
稿
』
の
な
か
に
散
見
す
る
。
こ

の
検
閲
が
ど
の
よ
う
な
物
事
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、

別
に
和
歌
山
大
学
『
経
済
理
論
』
（
第
二
百
七
十
三
号
・
一
九

九
六
年
）
掲
載
の
拙
稿
に
お
い
て
ふ
れ
た
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
物
を

「
応
刊
・
応
紗
・
応
存
（
応
剛
）
」
に
分
類
し
、
校
勘
を
施
し
、

提
要
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
初
期
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

『
提
要
稿
』
に
「
応
刊
」
「
応
紗
」
「
応
存
」
な
ど
の
言
葉
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
分
か
る
。
つ
ま
り
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』

は
、
乾
隆
三
十
八
年
二
月
か
ら
四
十
二
年
冬
ま
で
の
『
四
庫
全

書
総
目
提
要
』
作
成
の
初
期
の
段
階
に
書
か
れ
、
そ
の
時
の
「
提

要
」
原
稿
の
姿
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
下
、
拙
稿
に
お
い
て
適
宜
用
い
る
「
提
要
」
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

（
乾
隆
五
十
九
年
〈
一
七
九
四
〉
刊
。
玩
元
が
浙
江
学
政

で
あ
っ
た
時
に
、
文
瀾
閣
収
蔵
の
殿
版
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
に
よ
っ
て
出
版
し
た
も
の
。
院
元
・
浙
江
刻
本
と

す
る
）

同
書
を
再
版
し
た
の
が
同
治
七
年
(
-
八
六
八
）
の

広
東
書
局
本
で
あ
る
。
な
お
、
玩
元
・
浙
江
刻
本
と

広
東
書
局
本
と
を
比
較
さ
れ
た
近
藤
光
男
氏
に
よ
る

(61) 
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『
四
庫
菅
要
』
本
）

『
四
庫
菅
要
』
の
「
書
苧
に
つ
い
て
は
、

哲
夫
氏
が
『
四
庫
全
書
菅
要
纂
修
考
』
（
国
立
故
宮

博
物
院
・
一
九
七
六
年
刊
）
第
五
章
魯

的
提
要
」
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。

『
書
前
提
要
』 と

、
院
元
・
浙
江
刻
本
が
優
れ
て
い
る
ら
し
い
。
さ

ら
に
、
北
京
中
華
書
局
の
景
印
本
と
台
湾
商
務
印
書

館
の
排
印
本
と
は
、
玩
元
・
浙
江
刻
本
に
よ
っ
て
お

り
、
台
湾
芸
文
印
書
館
の
景
印
本
は
、
広
東
書
局
本

で
あ
る
と
い
う
（
『
盟
審
瞥
襲
唐
詩
集
の
研
究
』
凡

例
•
一
九
八
四
年
・
研
文
出
版
社
刊
）
。

武
英
殿
本
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

（
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
八
三
年
・
景
印
本
）

そ
の
成
立
や
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（
院
元
・
浙

江
刻
本
）
と
の
異
同
（
か
な
り
存
在
す
る
）
な
ど
に

つ
い
て
は
、
昌
彼
得
氏
の
「
武
英
殿
本
四
庫
全
書
総

目
」
（
『
故
宮
學
術
季
刊
』
第
一
巻
第
一
期
•
五
十

五
頁
ー
六
十
八
頁
•
一
九
八
＝
）
に
詳
述
さ
れ
る
。

『
書
前
提
要
』

（
文
渕
閣
本
）

遼
海
書
社
・
一
九
三
五
年
刊
（
奉
天
図
書
館
が
文
渕

閣

本

『

四

庫

全

書

』

の

を

抜

き

出

し

て
出
版
し
た
も
の
）

（
文
淵
閣
本
）

所
収
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の

（
 巻

頭
に
付
さ
れ
た
も
の
）

四
庫
全
書
に
著
録
さ
れ
た
書
物
の
前
に
付
け
ら
れ
た

提
要
』
と
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
四
庫
全
書

要
』
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、

武
英
殿
本
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
玩
元
・
浙
江
刻
本
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
間
に
も
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
拙

稿
で
は
単
に
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
い
う
場
合
、
玩
元
が

浙
江
学
政
で
あ
っ
た
時
に
、
文
瀾
閣
収
蔵
の
も
の
に
よ
っ
て
出

版
し
た
も
の
を
用
い
る
。
北
京
中
華
書
局
が
景
印
し
、
よ
く
利

(62) 
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『
提
要
稿
』
の
形
式
は
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。 用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
殿
本
『
四
庫

全
書
総
目
提
要
』
そ
の
他
と
の
異
同
が
あ
れ
ば
、
注
記
す
る
。

（三）

『
提
要
稿
』
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と

題
名
蔵
書
印
記
も
書
き
写
す

序
文
全
文
を
書
き
写
す

摘
抄
簡
単
な
内
容
紹
介

按
語
版
本
•
著
者
・
内
容
に
つ
い
て
の
解
説

し
か
し
、
す
べ
て
が
こ
の
形
式
に
の
っ
と
っ
て
書
か
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
『
提
要
稿
』
は
、
或
る
も
の
に
つ
い
て
は
非

常
に
詳
し
く
書
か
れ
、
或
る
も
の
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
簡
単

に
取
り
扱
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
精
粗
が
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
翁
方
綱
が
稿
本
と
し
て
残
す
際
の
取
捨
選

択
に
よ
る
も
の
か
、
も
し
く
は
翁
方
綱
が
「
提
要
」
原
稿
を
作

成
す
る
時
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
先
に
引
用
し
た
『
翁
氏
家
事
略
記
』
に
は
、
翁
方
綱

達
が
識
論
し
な
が
ら
書
物
の
校
訂
を
行
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
て

あ
り
、
ま
た
（
四
）
で
述
べ
る
よ
う
に
重
複
し
て
「
提
要
」
原

稿
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
「
提
要
」
原

稿
の
内
容
の
精
粗
は
、
翁
方
綱
達
が
、
送
ら
れ
て
き
た
書
物
の

提
要
を
作
成
す
る
と
き
、
相
談
し
あ
っ
て
い
た
結
果
で
は
な
い

か
と
い
う
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
「
提
要
」

を
作
成
し
た
書
物
が
、
重
複
し
て
四
庫
館
に
進
献
さ
れ
、
改
め

て
「
提
要
」
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
ご
く
簡
単

な
も
の
に
と
ど
め
て
お
く
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

続
い
て
、
具
体
的
に
の
紹
介
を
以
下
に
お
い
て

行
な
い
た
い
。

「
応
刊
・
応
抄
・
存
剛
（

所
収
の
か
な
り
の
「
提
要
」
の
末
尾
に
は
、
「
応

刊
•
応
抄
。
存
削
（
存
目
）
」
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に
対

す
る
分
類
・
評
価
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
（
二
）
で
見
た

よ
う
に
、
「
提
要
」
を
作
成
す
る
時
の
作
業
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
『
提
要
稿
』
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
を
較
べ
て

み
る
と
、
そ
の
判
断
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

(a) 

）
」
と

四
部
分
類
と

(63) 
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た
と
え
ば
、

よ
う
に
言
っ
。

覚
迷
謳
則
上
中
下
三
巻
又
剰
言
一
巻
附
録
一
巻
明
呉
人

管
志
道
典
其
徒
答
問
之
書
其
前
三
巻
末
有
海
虞
門
人

握
汝
稜
跛
語
此
書
皆
釈
氏
之
言
母
庸
存
目
（
巻
十
六

•
二
十
六
葉
左
）
。

「
庸
っ
て
目
を
存
す
る
こ
と
母
れ
」
と
し
て
「
存
目
」
に
載
せ

る
こ
と
す
ら
否
定
す
る
。
し
か
し
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

「
子
部
釈
家
類
存
目
」
に
は
、
存
目
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
明
・
楊
慎
の
『
転
注
古
音
略
五
巻
』
（
巻
十
•
二
十

の
こ

二
葉
左
）
は
、
「
応
に
存
目
と
し
以
て
候
り
を
学
者
に
胎
す
べ

か
ら
ざ
る
に
似
た
り
」
と
翁
方
綱
が
述
べ
て
い
る
の
に
、
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
に
お
い
て
は
、
『
四
庫
全
書
』
に
著
録
し

た
う
え
、
提
要
に
お
い
て
、

其
の
引
証
頗
る
博
く
、
亦
た
考
証
に
供
す
る
に
足
る
者

あ
る
を
以
て
、
故
に
顧
炎
武
『
唐
韻
正
』
を
作
る
に
猶

お
取
る
有
る
が
ご
と
し
（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
四

十
ニ
・
経
部
小
学
類
三
）
。

と
述
べ
て
、
翁
方
綱
の
意
見
に
ま
っ
た
＜
従
わ
な
い
。

翁
方
綱
は
四
部
分
類
の
ど
こ
に
属
す
の
が
よ
い
か
と
い
う
意

『
覚
迷
鑑
則
』
に
つ
い
て
『
提
要
稿
』
は
次
の

見
を
の
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
楽
庵
先
生
語
録
」

で
は
「
応
に
存
し
、
其
の
目
は
、
之
を
儒
家
に
入
る
べ
し
」
（
巻

二
十
四
・
十
葉
左
）
と
翁
方
綱
が
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
「
子
部
雑
家
類
」
に
著
録

さ
れ
て
お
り
、
「
感
述
録
」
に
つ
い
て
も
、
翁
方
綱
は
「
応
に

目
を
存
し
、
之
を
儒
家
に
入
る
べ
し
」
（
巻
二
十
三
。
十
一
葉

左
）
と
す
る
の
に
、
「
子
部
雑
家
類
存
目
」
に
分
類
さ
れ
て
い

る。
も
ち
ろ
ん
次
の
よ
う
に
翁
方
綱
の
意
見
に
し
た
が
う
と
こ
ろ

、̀‘、4
 

も
か
な
り
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
明
・
徐
献
忠
の
「
金
石
文
」

6
 

（
巻
十
•
二
十
八
葉
右
）
の
「
提
要
」
は
、
（

…
…
若
[
徐
]
献
忠
曾
以
著
述
見
称
而
其
書
不
若
[
穆
]

都
.
楊
[
慎
]
諸
書
之
著
則
転
恕
有
流
伝
誤
信
之
者
若
駁

去
不
存
其
目
反
是
胎
誤
子
人
応
存
目
而
著
其
誤

と
あ
る
。
存
目
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
誤
り
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

で
も
、
そ
の
と
お
り
総
集
類
の
「
存
目
」
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
れ
な
ど
も
最
終
決
定
は
紀
胸
な
ど
の
総
纂
官
の
手
で
行
な

わ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
翁
方
綱
以

外
の
四
庫
館
臣
の
書
い
た
「
提
要
」
原
稿
に
あ
っ
た
判
断
に
従



1701 

『
提
要
稿
』
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
内
容
が
似
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
『
古
器
銘
釈
』
で

あ
る
。
『
提
要
稿
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

謹
案
古
器
銘
釈
十
巻
明
応
陵
下
苓
衣
字
蕊
靡
箆
白
抄
製

博
古
図
及
蒔
尚
功
鐘
鼎
款
識
之
文
前
後
失
次
拳
刻
舛
訛

殊
不
成
書
其
末
云
嘉
靖
壬
戌
金
陵
謄
録
刻
字
人
某
々
蓋

是
坊
買
所
為
不
応
存
目
（
巻
十
六
•
八
葉
右
）

そ
れ
が
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
で

あ
る
。

明
下
焚
’
]
籠
薔
晋
畢
松
駆
一
祗
楓
琵
自
紗
襲
博

古
図
及
辞
尚
功
鐘
鼎
款
識
之
文
前
後
失
次
拳
刻

舛
臓
殊
不
足
依
拠
（
巻
四
十
三
・
経
部
・
小
学
類
存
目
一
）

右
の
文
中
に
お
い
て
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
か
ら
の
引
用

文
中
の
反
転
文
字
（
例
え
ば
睦
）
で
示
し
た
陰
文
の
箇
所
が
両

者
の
異
同
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
以
下
同
じ
）
。
少
し
の
文

字
の
手
直
し
が
あ
っ
た
り
、
『
提
要
稿
』
で
「
蓋
し
是
れ
坊
買

の
為
す
所
。
応
に
存
目
と
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、

(
b
)
 
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
比
較

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
、
「
存
目
」
に
残
さ
れ
た
た
め

削
除
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
以
外
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
「
提

要
」
な
ど
は
、
『
提
要
稿
』
を
下
敷
き
に
作
成
さ
れ
た
と
見
て

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

続
い
て
も
同
じ
く
存
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
が

『
陽
明
要
書
』
の
「
提
要
」
を
見
て
み
る
。
こ
れ
も
、
『
提
要

稿
』
・
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
も
に
全
文
を
挙
げ
、
異
同

を
同
じ
く
反
転
文
字
で
示
す
。

陽
明
要
書
八
巻
又
附
録
五
巻

謹
按
陽
明
要
書
八
巻
附
録
五
巻
明
崇
禎
乙
亥
呉
江
葉
紹
顕

纂
輯
蓋
取
王
守
仁
全
集
中
之
要
者
前
者
小
序
八
首
及
凡
例

四
条
皆
著
其
劃
纂
之
大
意
浙
江
通
志
載
宋
儀
望
輯
陽
明
文

粋
十
一
巻
王
畿
輯
陽
明
文
選
八
巻
而
無
要
書
之
名
応
存
其

目
（
巻
二
十
一
・
十
三
葉
左
）
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最
初
に
体
例
上
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

同
じ
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
『
浙
江
通
志
』
の
引
用
の
後
に
、

「
蓋
し
偶
た
ま
未
だ
見
ざ
る
な
り
」
と
判
断
を
下
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
二
土
覆
の
『
漕
河
図
志
』
（
巻
三
・
ニ
十
三
葉

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

謹
按
漕
河
図
志
八
巻
明
王
覆
輯
瑣
字
徳
華
太
原
人
成
化
甲

辰
進
士
歴
官
吏
部
尚
書
贈
太
師
諮
恭
襄
先
是
成
化
間
三
原

王
恕
作
漕
河
通
志
十
四
巻
宏
治
九
年
覆
以
工
部
郎
中
管
理

河
道
乃
国
恕
書
而
増
損
之
主
髪
斐
齋
雲
鮨
覇
首
以
清
河

図
次
紀
河
之
肱
絡
源
委
及
古
今
変
遷
修
治
経
費
以
逮
奏
議

碑
記
岡
不
具
悉
明
史
本
伝
称
覆
出
治
漕
河
三
年
櫨
其
事
為

志
継
者
按
稽
之
不
爽
竃
髪
由
是
以
敏
練
称
蓋
其
書
之
切
於

存
目
四
）

両
者
の
異
同
を
陰
文
の
反
転
文
字
で
示
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、

最
初
の
部
分
に
体
例
上
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

他
は
ま
っ
た
く
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
、
最
後

が
「
惜
原
本
八
巻
、
此
本
止
存
三
巻
、
非
完
軟
笑
」
と
書
き
改

め
ら
れ
て
い
る
。
「
陽
明
要
書
」
の
提
要
と
同
じ
く
、
す
べ
て

『
提
要
稿
』
に
依
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
最
後
の
僅
か
な
訂

正
を
行
な
う
こ
と
で
、
よ
し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

弓

――
 

原
王
恕
作
漕
河
通
志
十
四
巻
宏
治
九
年
親
以
工
部
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こ
れ
ら
の
「
提
要
」
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
『
四
庫
全
書

総
目
提
要
』
に
は
、
翁
方
綱
の
作
成
し
た
「
提
要
」
原
稿
か
ら

あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
そ
れ
以
後
も
手
を
入
れ
な
か
っ
た
「
提

要
」
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
主
に
存
目
に
分
類
さ
れ
た
書
物
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
提
要
」
の
よ
う
に
『
提
要
稿
』

の
原
稿
の
み
か
ら
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
該
当
書
物
の

「
提
要
」
を
作
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
『
提
要
稿
』
の
引
用
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
た
例

を
見
て
み
る
。
「
占
星
堂
集
」
の
提
要
は
『
提
要
稿
』
で
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

謹
按
占
星
堂
集
十
五
巻
明
唐
文
献
著
文
献
字
元
徴
松
江
華

亭
人
萬
麻
丙
戌
賜
進
士
第
一
校
翰
林
修
撰
歴
官
祠
部
侍
郎

翰
林
院
學
士
謡
文
格
此
其
所
著
詩
文
也
貰
蘭
璧
晨
覇
薗
舅

9

9

9

m

酉
欝
眉
応
在
其
目
（
巻
五
。
十
四
葉
左
）

そ
れ
が
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
で

あ
る
。

明
唐
文
献
撰
文
献
字
元
徴
南
直
隷
華
亭
人
萬
歴
丙

戌
進
士
官
至
祠
部
右
侍
郎
翰
林
院
學
士
謡
文
格
事

＇

届

房

胃

盪

匿

陸

眉

（
巻
一
百
七
十
九
・
集
部
・
別
集
類
存
目
六
＊
文
淵
閣

『
提
要
』
同
じ
）

両
者
の
『
静
志
居
詩
話
』
か
ら
の
引
用
箇
所
を
と
も
に
陰
文

の
反
転
文
字
に
し
て
比
較
し
て
み
る
と
、
『
提
要
稿
』
の
「
朱

葬
尊
『
静
志
居
詩
話
』
」
と
い
う
八
文
字
が
、
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
で
は
引
用
の
前
に
動
か
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

い
ま
、
朱
葬
尊
の
『
静
志
居
詩
話
』
を
見
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

…
…
占
星
堂
者
、
文
格
未
第
日
、
人
或
見
奎
宿
子
堂
。
於

是
徐
奉
化
献
忠
作
記
、
孫
漠
陽
克
宏
以
八
分
書
於
門
屏
。

乱
離
尚
存
、
今
已
易
主
芙
。
…
…
（
「
唐
文
献
」
『
静
志

居
詩
話
』
巻
十
六
•
一
葉
左
）
。

こ
れ
を
見
る
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
作
成
の
時
、
『
提

要
稿
』
の
『
静
志
居
詩
話
』
の
細
切
れ
の
引
用
を
、
原
典
を
見

な
い
で
孫
引
き
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
前
の
二
つ
の

「
提
要
」
の
末
尾
と
同
じ
よ
う
に
、
少
し
変
化
を
つ
け
よ
う
と

し
て
、
「
朱
葬
尊
『
静
志
居
詩
話
』
」
の
八
字
を
移
動
し
た
た

め
に
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
静
志
居
詩
話
』

で
も
唐
文
献
は
「
松
江
華
亭
人
」
と
な
っ
て
お
り
『

!; 
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総
目
提
要
』
に
お
い
て
「
南
直
隷
華
亭
人
」
と
す
る
の
と
合
わ

な
い
。
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
提

要
稿
』
な
ど
の
基
に
な
っ
た
原
稿
に
引
用
が
あ
り
、
そ
れ
を
利

用
す
る
時
に
は
、
あ
ま
り
原
典
に
よ
っ
て
直
す
こ
と
を
し
な
い

で
、
孫
引
き
で
す
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
『
提
要
稿
』
の
作
成
者
で
あ
る
翁
方
綱
で

す
ら
、
「
王
文
成
全
書
」
（
巻
二
十
一
・
十
二
葉
左
）
に
つ
い

て
、
「
前
単
の
内
に
已
に
雛
過
す
る
を
記
得
す
o

[

そ
の
中
に

王
文
成
]
公
の
[
文
]
集
有
り
o

[

そ
れ
に
よ
つ
て
]
之
が
年

．
諮
を
査
せ
よ
」
と
述
べ
て
お
り
。
翁
方
綱
が
以
前
に
作
成
し

た
前
単
（
「
提
要
」
原
稿
）
に
、
王
陽
明
の
略
歴
は
記
入
済
み

で
あ
り
、
今
回
も
そ
れ
を
参
照
せ
よ
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
す
る
と
、
翁
方
綱
で
す
ら
一
度
調
べ
た
こ
と
は
、
い
ち

い
ち
原
典
に
あ
た
り
な
お
さ
ず
に
す
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
提
要
稿
』
を
見
る
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

と
文
章
•
内
容
が
似
通
っ
た
り
、
孫
引
き
で
す
ま
し
た
り
す
る

も
の
が
存
在
す
る
。
実
際
の
書
物
を
見
ず
に
「
提
要
」
の
草
稿

の
み
を
統
一
し
て
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
を
作
成
し
た
も
の

も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
存
目

(
C
)
 

部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
（
四
）
に
後

述
す
る
。

書
籍
の
整
理

翁
方
網
た
ち
の
提
要
作
成
の
作
業
は
初
期
の
段
階
か
ら
、

籍
の
整
理
も
行
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
『
思
陵
録
』
に
つ

い
て
、
「
『
思
陵
録
』
上
下
二
巻
。
宋
・
周
必
大
著
。
已
に
必

大
の
全
集
中
に
在
り
。
男
に
提
要
を
擬
す
を
庸
い
る
こ
と
母
れ
」

（
巻
十
五
・
ニ
十
二
葉
左
）
と
言
う
。
現
在
、
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
に
は
、
『
思
陵
録
』
は
単
行
本
と
し
て
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
周
必
大
の
全
集
で
あ
る
『
文
忠
集
』
の

中
の
一
巻
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
節
略
が
あ
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
清
•
楊
名
時
の
「
経
書
言
学
指
要
」
（
巻
ニ
・
十
五

葉
右
）
は
、
「
前
後
二
条
六
頁
に
し
て
注
あ
り
評
あ
り
。
…
…
著

し
て
一
書
と
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
存
目
す
る
か
を
酌
す
」
と

し
て
い
る
。
短
す
ぎ
て
書
物
の
体
裁
で
な
い
た
め
、
存
目
に
す
る

か
を
「
酌
（
考
慮
す
る
）
」
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実

際
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
は
、
こ
の
書
物
は
見
当
ら
な
い
。

し
か
し
、
『
劉
文
靖
公
遺
事
』
の
よ
う
に
わ
ず
か
な
分
量
で

(68) 
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あ
っ
て
も
重
要
だ
と
認
め
た
も
の
は
、
著
録
す
べ
き
だ
と
言
う
。

「
其
の
書
僅
か
に
数
頁
な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
応
に
抄
存
し

た
だ

以
て
史
事
を
核
す
べ
し
」
（
巻
十
四
・
七
葉
）
。
そ
し
て
『
四
庫

全
書
総
目
提
要
』
で
は
、
「
存
目
」
で
は
あ
る
が
巻
六
十
（
史
部

・
伝
記
類
存
目
二
）
に
こ
の
書
物
の
「
提
要
」
が
収
め
て
あ
る
。

さ
ら
に
、
翁
方
網
が
校
訂
し
た
書
物
に
は
、
抄
本
も
か
な
り

含
ま
れ
て
い
た
。
元
・
虞
集
の
『
道
園
遺
稟
』
に
つ
い
て
「
抄

本
に
じ
て
間
ま
訛
欠
あ
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
世
間
の
伝
本

頗
る
少
な
く
、
応
に
学
古
録
諸
稿
と
合
わ
せ
て
、
井
べ
て
之
を

刊
刻
す
べ
し
」
（
巻
十
九
・
一
葉
左
）
と
言
う
。

そ
れ
に
、
著
録
に
値
す
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

版
本
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
最
も
す
ぐ
れ
た
版
本
を
四
庫
全
書

に
収
め
て
、
そ
れ
を
以
後
の
定
本
と
し
よ
う
、
と
も
考
え
て
い

た
。
『
李
太
白
集
』
の
『
提
要
稿
』
（
巻
五
・
十
三
葉
右
）
に

は
‘
「
[
李
]
白
集
唐
詩
集
の
冠
冤
と
為
す
。
自
ず
か
ら
応

あ
っ

に
諸
本
を
彙
め
校
し
て
、
其
の
尤
な
る
者
を
揮
び
て
、
刊
し
て
定

本
と
為
す
べ
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
（
四
）
で
述
べ
る
、
四
庫

全
書
著
録
本
の
校
勘
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
私
が
復
旦
大
学
に
お
い
て
『
提
要
稿
』
を
実
見
し
た

時
に
気
づ
い
た
と
こ
ろ
を
列
挙
し
て
み
た
。
こ
の
翁
方
綱
の

『
提
要
稿
』
を
見
る
と
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
作
成
の
前

段
階
と
し
て
か
な
り
入
念
な
「
提
要
」
原
稿
が
準
備
が
な
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
き
わ
め
て
当
た
り
前
の
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
四
庫
館
臣
達
が
準
備
し
た
「
提
要
」
原
稿

の
う
え
に
最
終
的
な
「
提
要
」
が
書
か
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
を
書
く
前
の
準
備
段
階
と
し
て
の

「
提
要
」
、
そ
れ
が
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
の
性
格
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
『
提
要
稿
』
を
ど
の
よ

う
に
参
照
し
て
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
提
要

稿
』
全
体
に
わ
た
っ
て
、
詳
細
に
検
討
を
行
な
っ
て
い
な
い
段

階
で
、
こ
の
よ
う
な
推
論
を
行
な
う
の
は
、
き
わ
め
て
危
う
い

こ
と
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
以
下
に
お
い
て
あ
え
て
見
解
を

提
出
し
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、

紀
均
(
-
七
二
四
ー
一
八
0
五
）
が
か
な
り
手
を
入
れ
た
た
め
、

（四）

『
提
要
稿
』
を
通
し
て
見
た

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
作
成
過
程

(69) 
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そ
の
書
は
紀
胸
の
主
張
で
統
一
さ
れ
た
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。

『
総
目
提
要
』
の
編
纂
は
、
原
と
各
纂
修
官
書
を
閲
ナ

る
の
時
に
之
が
分
撰
を
為
す
。
嗣
い
で
紀
均
の
増
蹴
剛
改

・
整
齊
画
一
を
経
て
後
、
多
く
人
の
意
志
は
巳
に
見
る
べ

か
ら
ず
。
見
る
可
き
所
の
者
は
、
紀
氏
一
人
の
主
張
な
る

の
み
（
郭
伯
恭
『
四
庫
全
書
纂
修
考
』
第
十
一
章
「
四
庫

全
書
総
目
提
要
」
一
、
編
簗
之
経
過
[
総
目
奥
紀
胸
]
ニ

一
三
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
紀
胸
が
四
庫
全
書
館
に
集
め
ら

れ
た
す
べ
て
の
「
提
要
」
原
稿
に
目
を
通
し
、
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
を
編
集
し
た
か
の
印
象
を
あ
た
え
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
沈
津
氏
の
「
校
理
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
残
稿
的
一
点

新
発
現
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
二
年
第
一
輯
）
に
よ

る
と
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
最
終
段
階
に
近
い
原
稿
に

は
、
紀
均
を
含
め
た
数
人
の
筆
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
百
四
十
五
頁
）
。

ま
た
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
『
提
要
稿
』
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
『
提
要
稿
』

の
文
章
の
前
後
を
移
動
さ
せ
た
だ
け
な
ど
と
い
う
も
の
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。

が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
「
提

と
の
内
容
が
ま
っ
た
く
異
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
紀
均
が
ま
っ
た
＜

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
別
に
何

く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
提
要
稿
』
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
解
決
の
糸
口

を
あ
た
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
に
お
い
て
、

『
提
要
稿
』
と
眺
漏
の
残
し
た
「
提
要
」
原
稿
、
お
よ
び
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
な
ど
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題

。

を
考
え
て
み
た
い
。

も
と
も
と
、
眺
鍮
の
『
惜
抱
軒
書
録
』
に
は
、
「
提
要
」
原
（

稿
が
八
十
八
編
収
め
ら
れ
て
い
る
。
鄭
福
照
の
『
眺
惜
抱
先
生

年
譜
』
（
同
治
戊
辰
〈
一
八
六
八
年
〉
刊
本
・
五
葉
ー
六
葉
）

に
よ
る
と
、
眺
蘭
は
乾
隆
三
十
八
年
に
劉
統
勲
と
朱
箔
と
の
推

薦
で
校
弁
各
省
送
到
遺
書
纂
修
官
に
充
て
ら
れ
、
翌
三
十
九
年

秋
に
職
を
辞
し
て
帰
郷
し
て
い
る
の
で
、
挑
蔀
の
「
提
要
」
原

稿
は
、
四
庫
全
書
館
の
開
か
れ
た
乾
隆
三
十
八
年
か
ら
乾
隆
三

十
九
年
秋
に
か
け
て
書
か
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
、
挑
蘭

と
同
じ
く
校
弁
各
省
送
到
遺
書
纂
修
官
で
あ
っ
た
の
は
翁
方
綱

•
朱
箔
(
-
七
二
九
ー
一
七
七
五
）
．
都
突
孝
（
？
ー
一
七
九
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三
）
・
鄭
際
唐
（
乾
隆
三
十
四
年
〈
一
七
六
九
年
〉
進
士
）

左
周
（
乾
隆
三
十
四
年
進
士
）
で
あ
る
。

乾
隆
三
十
八
•
三
十
九
年
と
い
う
と
、
ま
だ
各
地
か
ら
書
物

が
送
り
続
け
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
精
力
的
に
「
提
要
」
原
稿

が
作
成
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
ろ
う
。
挑
蘭
は
、
こ
の
時
に
翁

方
綱
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
挑
邸
の
「
提
要
」

稿
本
が
八
十
八
編
収
め
ら
れ
て
い
る
『
惜
抱
軒
書
録
』
を
見
る

と
、
翁
方
綱
の
も
の
と
体
裁
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

毛
嶽
生
の
「
惜
抱
軒
書
録
序
」
に
よ
る
と
「
書
録
凡
そ
四

巻
、
文
は
八
十
八
首
、
往
に
[
眺
踊
の
従
孫
（
『
国
朝
先
正
事

略
』
巻
四
十
三
な
ど
に
よ
れ
ば
曽
孫
と
あ
る
）
の
桃
螢
と
]
武

進
の
李
申
誉
（
李
兆
洛
）
先
生
と
脱
誤
を
校
正
す
」
と
あ
る
の

で
、
同
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
と
え
ば
検
閲
し
た
と

こ
ろ
、
著
録
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
示
し
た
と
こ
ろ
な
ど
を

省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
体
裁
は
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
と
似
通
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ま
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
と
挑
踊
の
『
借
抱
軒
書
録
』

と
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
提
要
」
が
重
複
し
て
い
る
も
の

が
存
在
す
る
。
同
じ
書
物
に
対
し
て
「
提
要
」
が
別
個
に
書
か

(
1
)
 

存
目
と
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
各
地

よ
り
書
物
が
送
ら
れ
る
た
び
に
、
重
複
を
恐
れ
ず
に
「
提
要
」

を
作
成
し
て
い
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。

こ
こ
で
、
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
導
き
だ
し
た
、
仮
説
を
先
に

述
べ
る
。
存
目
部
分
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
作
成
に
あ
た

っ
て
基
づ
い
た
も
の
は
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推

定
す
る
。
そ
れ
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
存
目
部
分
の

作
成
に
は
、
重
複
し
て
作
成
さ
れ
た
「
提
要
」
原
稿
か
ら
、
一

つ
を
選
ん
で
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
紀
均
た
ち
総
纂
官
が
手
を

加
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
四
庫
著
録
の
書
物
に
つ
〇

い
て
は
、
か
な
り
慎
重
に
い
ろ
い
ろ
と
各
「
提
要
」
原
稿
や
他
（

の
書
目
な
ど
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
武
英
殿
版
衆
珍

叢
書
な
ど
と
し
て
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
別
に
校
正
報
告

と
い
っ
た
形
の
「
提
要
」
も
作
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
こ
う
し
た
こ
と
を
、
存
目
と
さ
れ
た
書
物
の
「
提
要
」

の
場
合
と
、
著
録
と
さ
れ
た
書
物
の
「
提
要
」
の
場
合
と
に
分

け
て
考
え
て
み
た
い
。
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稔毎

古
文

今
文

ま
ず
、
『
周
易
古
今
文
全
書
』
の
『
提
要
稿
』
を
見
て
み
る
。

こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
翁
方
綱
と
挑
踊
と
の
「
提
要
」
原
稿

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
三
者
を
並
べ
て
み
る
。

翁
方
綱
『
提
要
稿
』

周
易
全
書
惣
目
録

蕊

論

例

肱

踪

盤

蟄

翡

裳

撃

賦

踪

駿

整
I

畔

象

証

李

証

砕

9醗
麟

鞣

臨

芦

涵
一
＿
十
蟹
罷
詈

砥
―
-
＋
四
年
蜃
麗
裳
晨
雲

(a) 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
地
か
ら
四
庫
館
に
進
献
さ
れ
た

書
物
に
つ
い
て
重
複
を
厭
わ
ず
に
「
提
要
」
原
稿
が
書
か
れ
た
。

で
は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
に
お
い
て
、
存
目
と
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て
、
二
部
進
献

さ
れ
た
場
合
、
一
部
進
献
さ
れ
た
場
合
、
三
部
進
献
さ
れ
た
場

合
と
見
て
み
た
い
。二

部
進
献
さ
れ
た
場
合

易
學
啓
蒙
蓋
一
十
醤
習
莫
虞
宰
欝
雲

傭
易
考
涵
一
字
翌
贔
習
壽
璽
密
蒋

い
場

自
序
日
喬
自
隆
慶
庚
午
屡
仮
山
中
取
自
漠
至
今
儒
論
著
考
拠

闘
之
乃
以
経
伝
十
翼
古
策
書
之
後
古
文
漠
儒
所
分
経
楷
書
之

従
今
文
朱
子
啓
蒙
注
釈
補
備
復
薔
法
各
著
論
例
於
自
漠
至
今

諸
儒
言
各
存
之
著
伝
易
孜
又
附
亀
卜
孜
合
名
周
易
全
書
喬
子

此
三
十
餘
年
稿
凡
数
十
易
諸
生
各
為
査
閲
而
古
文
策
選
貢
生

周
伯
遜
編
採
此
簗
孜
古
文
皆
古
簗
即
古
称
蛸
斜
書
其
内
古
策

存
者
尽
用
之
如
無
古
策
即
用
大
策
若
冗
繁
如
鐘
鼎
文
裸
媚
如

ママ

小
策
以
下
皆
不
用
間
亦
有
揮
用
者
悉
拠
諸
書
毎
卦
辞
交
辞

内
平
仄
音
自
相
叶
如
亨
貞
相
叶
龍
庸
相
叶

字
体
裸
出
不
衷
於
正
体
且
有
蹴
入
訛
誤
者
又
有
増
入
字
旬
者

謙
尊
而
光
卑
而
不
可
揃
君
子
之
終
吉
也

労
行
而
不
流
正
行
而
不
握
朱
雷
寄
一
羹
際
謳

誓
早
函
一
句
委
醤
今

薔

碑委竪能
研
諸
電
睾
悶
窟
醤
篇
要
森

万
倶
作
卍

(72) 
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一幽

論
乾
E

醤
乾
盟

登デ究
寧
以
下

弱
以
下
編
涸
臨
明
瞥
裟
某
雙

此

別
偲
呼
・
で
以
下

蘇
徐
師
曾
考
信
州
楊
時
喬
閲

虞
集
易
集
築
柔
羅
竪
需
話

亀
卜
考
薩
一
十
七
醤
斃
晶
醤
享
霜
響

謹
按
周
易
古
今
文
全
書
二
十
一
巻
明
楊
時
喬
著
時
喬
字
宜

選
号
止
惹
嘉
靖
乙
丑
進
士
官
至
吏
部
侍
郎
謡
端
潔
此
書
論

例
二
巻
古
文
二
巻
今
文
九
巻
易
学
啓
蒙
五
巻
伝
易
考
二
巻

附
亀
卜
考
一
巻
毎
巻
首
有
自
序
其
大
意
在
菅
莱
古
今
以
闘

当
時
言
心
学
之
謬
而
所
宗
惟
在
程
朱
意
固
善
癸
至
其
以
古

今
文
名
其
全
書
其
所
発
明
者
古
文
略
而
今
文
詳
蓋
欲
互
見

其
義
間
有
繁
複
原
不
為
害
然
古
文
之
経
本
無
可
考
今
既
不

裸
卦
小
人
道
消
也

博
易
孜

宗
偲

術
偲

正
偲

補
偲

異
偲

用
小
策
而
古
文
之
存
者
又
舎
鐘
鼎
不
用
則
勢
必
字
体
裸
出

不
衷
於
正
体
且
有
蹴
入
訛
字
者
又
有
蹴
入
字
句
如
芳
行
而

不
流
旬
下
直
増
正
行
而
不
泥
一
旬
而
其
解
今
文
巻
中
又
若

不
相
？
願
者
是
直
似
別
獲
奇
秘
各
存
一
本
於
天
地
之
間
近

於
匪
癸
即
伝
易
考
二
巻
推
論
前
人
授
受
所
自
原
不
為
無
功

然
亦
何
庸
強
分
宗
伝
術
伝
異
伝
等
各
類
於
門
戸
之
為
者
明

儒
自
王
守
仁
湛
若
水
輩
其
門
弟
子
各
述
師
承
競
分
途
轍
此

書
正
以
闘
其
非
而
転
迩
区
分
名
目
以
為
之
辞
非
平
允
之
論

笑
朱
葬
尊
経
義
孜
謂
所
引
諸
家
姓
氏
訛
舛
此
伝
属
其
小
焉

者
耳
但
此
書
引
据
既
繁
亦
頗
有
可
資
説
経
之
採
槌
者
応
存

其
目
（
巻
一
・
三
十
二
葉
右
ー
三
十
三
葉
左
）

挑
踊
「
提
要
」
原
稿

周
易
全
書

周
易
古
今
文
全
書
楊
時
喬
著
時
喬
上
饒
人
嘉
靖
乙
丑
進

士
万
思
中
仕
至
吏
部
侍
郎
鈴
法
清
平
卒
後
家
甚
貧
時
喬

著
此
書
自
序
謂
程
明
辞
朱
明
著
於
象
尚
略
乃
取
自
漠
至

今
儒
論
著
孜
拠
闘
之
論
例
二
巻
古
文
二
巻
今
文
九
巻
易

学
啓
蒙
五
巻
易
伝
孜
二
巻
附
亀
卜
孜
一
巻
合
二
十
一
巻

其
説
大
抵
宗
程
朱
而
闘
当
時
心
学
所
謂
古
文
易
従
呂
祖

(73) 
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為
能
復
古
文
其
今
文
九
巻
則
王
弼
本
乃
以
楷
書
書
之
絃

可
謂
好
奇
自
信
之
過
也
已
（
『
惜
抱
軒
書
録
』
一
•
四

）
 

一
巻
古
文
二
巻
今
文
九
巻

一
巻
附
亀
卜
考
一
巻
毎
躙
一

薗
有
自
序
其
大
意
在
菅
苧
古
今
以
闘
心
学
鵬
闊
一
之

謬
所
宗
惟
在
程
朱
闘
瓢
闊
宴
I

今
文
圃
所
発
明
者
古

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

周
易
古
今
文
全
書
二
十
一
巻
腐
架

謙
朱
子
本
而
独
列
文
言
二
篇
亦
依
上
下
経
分
之
如
繋
辞

偲
異
偲
別
偲
等
名
圃
類
於
門
戸
之
國
王
守
仁
渦
若

水
闘
園
弟
子
各
述
師
承
競
分
途
轍
此
書
正
以
闘
其

非
而
縛
賑
分
名
目
潤
闊
圃
饗
園
器
宦
盆
評
尊
経
義
考

髄
所
引
諸
家
姓
氏
駆
舛
艦
其
小
焉
者
薗
（
巻
七
・
経
部
・

易
類
存
目
一
＊
殿
版
も
同
じ
）

（
三
）
の

(
b
)
で

引

用

し

た

の

「

提

要

」

の

よ

う
に
、
ま
っ
た
く
そ
の
ま
ま
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
翁
方
網
の
『
提
要
稿
』
の
意
味
を
生

か
し
て
、
訂
正
•
加
筆
し
て
あ
る
。
ま
た
、
最
後
の
『
経
義
考
』

の
引
用
も
孫
引
き
で
済
ま
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
い
う

の
も
、
『
経
義
考
』
（
巻
五
十
五
・
周
易
古
今
文
全
書
）
の
按

語
の
部
分
で
は
、
「
按
楊
公
周
易
全
書
引
据
諸
家
姓
氏
訛
舛
甚

多
」
と
な
っ
て
い
て
、
『
提
要
稿
』
で
は
、
途
中
の
「
甚
多
」

の
前
ま
で
を
引
用
し
て
お
り
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
も
そ

れ
に
従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
、
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
作
成
の
段
階
で
、
『
経
義
考
』
を
見
な
お
し
た
な
ら
ば
、

「
甚
多
」
ま
で
引
用
す
る
と
思
わ
れ
る
。

(74) 
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さ
て
、
『
四
庫
採
進
書
目
』
に
よ
る
と
、
『
周
易
古
今
文
全

書
』
は
、
次
の
三
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
浙
江
省
第
四
次
呉
玉
罪
呈
送
書
目

周
易
古
今
文
全
書
•
明
楊
時
喬
著
・
ニ
十
一
本

②
武
英
殿
第
一
次
書
目

周
易
古
今
文
全
書
U
-
+
―
巻
•
明
楊
時
喬
著
]

③
浙
江
採
進
遺
書
総
録
簡
目

周
易
古
今
文
全
書
二
十
一
巻
（
刊
本
）
明
礼
部
侍
郎
上

饒
楊
時
喬
撰

③
は
浙
江
か
ら
十
二
回
に
わ
た
っ
て
進
献
さ
れ
た
書
物
の
総

書
目
（
浙
江
か
ら
進
献
さ
れ
た
書
物
を
時
間
的
前
後
を
考
慮
せ

ず
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
書
目
）
で
あ
り
、
当
然
①
の
書
物
も

重
複
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
①
と
③
と
は
同
一
の
書
物

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
四
庫
採
進
書
目
』

に
よ
る
と
少
な
く
と
も
二
部
の
同
じ
書
物
が
四
庫
全
書
館
に
送

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ま
伝
え
ら
れ
る
翁
方
綱

と
挑
踊
と
の
『
周
易
古
今
文
全
書
』
に
つ
い
て
の
「
提
要
」
原

稿
は
、
こ
の
二
部
の
、
版
本
の
違
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
名
の
書
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
作
成
に
あ

(
b
)
 

た
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
か
ら
翁
方
綱
の
も
の
が
利
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
部
進
献
さ
れ
た
場
合

続
い
て
、
上
海
図
書
館
所
蔵
の
残
稿
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

に
収
め
ら
れ
た
清
•
手
會
一
の
『
健
餘
詩
草
』
の
「
提
要
」
を

見
て
み
る
。
た
だ
、
こ
の
「
提
要
」
は
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
手
會
一
の
著
作
が
禁
書
と
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
巻
一
百
八
十
五
集
部
別
集
類

存
目
十
二
」
に
置
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
の
「
提
要
」
は
、

廃
棄
処
分
と
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
残
稿
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
沈
津
氏
が
「
校
理

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
残
稿
的
一
点
新
発
現
」
（
『
中
華
文

史
論
叢
』
一
九
八
二
年
第
一
輯
）
に
お
い
て
部
分
的
に
解
説
・

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
沈
津
氏
に
よ
る
と
、
「
こ
の
残
稿
は
、

[
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
]
最
初
の
稿
本
で
は
な
い
し
、

後
の
完
成
稿
で
も
な
く
、
改
正
作
業
中
の
稿
本
で
あ
る
」
（
百

三
十
七
頁
）
。
す
な
わ
ち
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
な
ど
と
異
な

り
、
決
定
稿
を
書
い
た
紀
胸
な
ど
が
置
接
手
を
加
え
た
原
稿
、

つ
ま
り
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
な
る
直
前
の
稿
本
の
よ
う

(76) 
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で
あ
る
。
た
だ
、
私
が
こ
の
上
海
図
書
館
所
蔵
の
『

総
目
提
要
』
残
稿
を
実
見
し
た
時
の
印
象
で
は
、
原
稿
を
切
り

張
り
し
た
そ
の
残
り
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

さ
て
、
残
稿
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
『
健
餘
詩
草
』
の

提
要
を
見
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

健
餘
詩
草
三
巻
醤
聰
嬰
槃

国
朝
手
會
一
撰
璽
置
閏
露
鶴
蟹
農
』
□
璽
録
此
願
國
所

著
古
今
体
詩
綴
以
評
点
其
曰
海
門
山
館
刻
者
其
門

人
飽
泉
所
編
訂
也

集
部
別
集
類
存
目
十
ニ
・
巻
一
百
八
十
五
(
-
葉
ー
ニ
葉
）

翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
で
は
、
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

謹
按
健
餘
詩
草
三
巻
国
朝
博
野
手
會
一
著
會
一
所
居
堂

名
健
餘
故
以
自
称
此
所
著
古
今
体
詩
綴
以
評
点
其
曰
海
門

山
館
刻
者
其
門
人
飽
泉
所
編
訂
也
前
有
泉
序
存
目
（
巻
二

•
三
十
九
葉
左
）
。

陰
文
の
反
転
文
字
で
示
し
た
よ
う
に
「
国
朝
手
會
一
撰
。
會
一

有
『
洛
學
続
編
』
、
已
著
録
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
『
四
庫
全
書

総
目
提
要
』
の
体
例
に
統
一
さ
れ
て
い
る
外
は
、
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
書
物
は
、
『
四
庫
採
進
書
目
』
に
よ
る
と
、
「
編
修
励

交
出
書
目
」
の
一
箇
所
に
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

上
海
図
書
館
所
蔵
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
残
稿
に
よ
る
と
、

「
編
修
励
守
謙
家
蔵
本
」
と
あ
る
の
で
、
底
本
と
し
た
の
は
や

は
り
編
修
の
励
守
謙
が
進
献
し
た
書
物
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
、
（
一
）
の
（
表
）
で
見
た
よ
う
に
『
提
要
稿
』
に

は
、
こ
の
「
提
要
」
の
前
後
に
手
會
一
の
『
四
鑑
録
』
（
君
鑑

録
・
臣
鑑
録
・
士
鑑
録
。
女
鑑
録
）
・
『
読
書
筆
記
』
・
『
小

学
纂
註
』
・
『
呂
語
集
粋
』
・
『
手
母
年
譜
』
・
『
北
学
編
』

の
「
提
要
」
原
稿
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
『
四
庫
採
進
書
目
』

所
収
の
「
編
修
励
交
出
書
目
」
に
あ
る
書
目
と
一
致
す
る
。
お

そ
ら
く
、
翁
方
綱
は
こ
の
時
、
編
修
の
励
守
謙
が
四
庫
館
に
進

献
し
た
書
物
の
中
か
ら
、
手
會
一
の
著
書
の
「
提
要
」
原
稿
の

作
成
を
一
括
し
て
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
こ
の
『
健
餘
詩
草
』
は
一
部
し
か
四
庫
館
に
進
献

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
一
部
を
翁
方
綱
が
担
当
し
、
そ
の
「
提

要
」
原
稿
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

と
な
る
直
前
の
残
稿
に
体
裁
を
統
一
さ
れ
て
載
せ
ら
れ
て
い
っ

た
、
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
四
庫
館
に
お
い
て
、
一
部
し
か
進

献
さ
れ
な
か
っ
た
書
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
対
し
て
作
成
さ

れ
た
「
提
要
」
原
稿
を
利
用
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

(76) 
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(
C
)
 

う
か
。

三
部
進
献
さ
れ
た
場
合

次
は
、
少
な
く
と
も
三
部
が
四
庫
館
に
進
献
さ
れ
た
『
周
易

労
注
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
四
庫
採
進
書
目
』
に
よ
る
と
、

左
の
四
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
両
淮
塩
政
李
呈
送
書
目

周
易
芳
注
前
図
二
巻
・
朱
升

②
浙
江
省
第
四
次
呉
玉
罪
送
書
目

周
易
芳
注
十
巻
•
明
朱
升
著

③
山
東
巡
撫
呈
送
第
一
次
書
目

周
易
芳
注

④
浙
江
採
進
遺
書
総
録
簡
目

周
易
芳
注
十
巻
前
図
一
巻
（
刊
本
）
明
侍
講
学
士
休
寧

朱
升
撰

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
④
は
②
を
含
ん
で
い
る
書
目
で
あ
る
の

で
、
実
際
に
進
献
さ
れ
た
の
は
、
『
四
庫
採
進
書
目
』
に
よ
る

と
三
部
と
い
え
よ
う
。

こ
の
書
物
に
つ
い
て
も
翁
方
綱
と
挑
踊
と
の
「
提
要
」
原
稿

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
、
最
後
に
『
四
庫
全
書
総

翁
方
綱
『
提
要
稿
』

謹
按
周
易
芳
注
十
巻
前
図
二
巻
明
朱
升
著
升
字
允
升
号
楓

林
休
寧
人
至
正
中
郷
進
士
授
池
州
学
正
明
初
徴
為
翰
林
侍

講
学
士
升
於
諸
経
皆
有
芳
注
而
易
有
前
図
図
凡
八
其
第
八

図
巻
内
全
載
元
泰
和
癖
漢
中
之
読
易
考
原
之
文
而
系
以
部

子
之
詩
典
三
十
六
宮
図
説
可
謂
知
本
英
芳
注
十
巻
於
用
注

疏
本
其
後
程
応
明
更
定
従
本
義
本
子
是
上
下
経
典
十
翼
分

巻
此
本
即
程
応
明
所
更
定
者
也
其
解
注
取
訓
詰
文
義
使
相

接
属
而
巳
応
存
其
目
（
巻
一
•
三
十
四
葉
左
）

挑
踊
「
提
要
」
原
稿

周
易
芳
注
前
図

周
易
労
注
明
朱
允
升
著
允
升
休
寧
人
明
太
祖
時
官
翰
林

侍
講
学
士
於
諸
経
皆
有
労
注
而
易
為
最
詳
其
書
本
十
巻

首
列
河
図
洛
書
合
一
図
第
一
至
三
十
六
宮
図
説
第
八
謂

ママ

之
芳
注
前
図
在
十
巻
之
外
万
歴
中
挑
文
蔚
易
其
注
於
労

者
於
経
之
下
此
本
又
尽
侠
其
経
注
而
独
存
其
全
図
上
下

二
篇
下
篇
内
載
元
驚
漢
中
読
易
孜
原
允
升
記
云
漢
中
字

目
提
要
』
を
引
く
（
注
5
)
。

(77) 
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景
元
泰
和
人
書
成
於
泰
定
年
間
今
按
漠
中
為
人
別
無
可

孜
其
書
頼
附
允
升
此
図
以
伝
而
允
升
本
書
反
残
欠
癸
驚

氏
所
解
卦
序
実
多
精
義
允
升
極
推
之
非
妄
也
（
『
惜
抱
軒

巻
一
・
三
葉
ー
四
葉
）

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

周
易
芳
注
図
説
二
巻

明
朱
升
撰
升
字
允
升
休
寧
人
元
至
正
乙
酉
挙
於
郷

授
池
州
路
学
正
秩
満
帰
里
丁
酉
太
祖
兵
至
徽
州
以

升
従
軍
呉
元
年
拝
侍
講
学
士
洪
武
中
官
至
翰
林
学

士
事
蹟
具
明
史
本
伝
是
書
原
本
十
巻
冠
以
図
説
上

下
二
篇
上
篇
凡
八
図
下
篇
則
全
録
元
篇
漢
中
読
易

考
原
之
文
万
歴
中
挑
文
蔚
易
其
芳
注
列
於
経
文
之

下
已
非
其
旧
此
本
又
尽
侠
其
注
独
存
此
図
説
二
篇

漢
中
書
已
別
著
録
餘
此
八
図
僅
敷
術
隙
縛
之
学
蓋

無
可
取
笑
（
巻
七
・
経
部
・
易
類
存
目
一
）

見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
翁
方
綱
と
挑
踊
と
の
「
提
要
」
原
稿

と
も
に
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
利
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

推
測
で
あ
る
が
、
こ
の
書
物
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
所
収

予
定
の
「
提
要
」
作
成
に
あ
た
っ
て
、
利
用
さ
れ
た
の
は
、
翁

方
綱
・
跳
蘭
の
「
提
要
」
原
稿
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
第
三

の
「
提
要
」
原
稿
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
も
上
述
の

(a)
・
(
b
)
・
(
C
)
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
存
目
部
分

の
作
成
に
お
い
て
紀
胸
た
ち
は
、
或
る
―
つ
の
書
物
に
つ
け
ら

れ
た
「
提
要
」
原
稿
が
い
く
つ
も
存
在
し
て
も
、
そ
の
中
か
ら

或
る
―
つ
の
「
提
要
」
原
稿
の
み
を
参
照
し
て
い
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
四
庫
全
書
に
著
録
さ
れ
た
書
物
の
提
要
は
ど
う
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
こ
う
し
た
こ
と
を
翁
方
綱
と
挑
蘭
と
が
共

に
「
提
要
」
原
稿
を
書
い
て
い
る
『
郭
薙
伝
家
易
説
』
（
注
6
)

を
見
る
こ
と
で
、
検
討
し
て
み
た
い
。

『
郭
薙
伝
家
易
説
』
は
、
『
四
庫
採
進
書
目
』
に
は
、
左
の

二
箇
所
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

①
浙
江
省
第
五
次
鄭
大
節
呈
送
書
目

郭
氏
伝
家
易
説
十
一
巻
八
本

(
2
)
 

著
録
と
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て

(78) 
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②
浙
江
採
進
遺
書
総
録
簡
目

郭
氏
伝
家
易
説
十
一
巻
（
漁
生
堂
写
本
）

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
と
底
本
と
さ
れ
た
の
は
「
浙

江
鄭
大
節
家
蔵
本
」
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
②
は
浙
江

か
ら
進
献
さ
れ
た
書
物
の
総
目
録
で
あ
る
の
で
、
『
四
庫
採
進

書
目
』
の
記
録
に
よ
る
か
ぎ
り
、
実
質
上
は
一
種
類
の
『
郭
氏

伝
家
易
説
』
の
み
が
四
庫
全
書
館
に
進
献
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
、
翁
方
網
の
も
の
は
、
『
提
要
稿
』
の
な
か
に
「
山

陰
祁
氏
流
生
堂
蔵
紗
本
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
根
拠
が

明
ら
か
で
は
な
い
が
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
に
よ
る
と
、

「
四
庫
箸
録
は
、
乃
ち
淡
（
漁
）
生
堂
写
本
な
り
」
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

お
よ
び
「
書
前
提
要
」
は
挑
蔀
の
「
提
要
」
原
稿
を
利
用
す
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
庫
著
録
の
底
本
と
な
っ
た
の
が
、

「
派
生
堂
紗
本
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
や

は
り
、
翁
方
綱
と
挑
踊
と
が
共
に
同
じ
「
漁
生
堂
紗
本
」
に
対

し
て
「
提
要
」
原
稿
を
書
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
ど
う
し
て
、
今
ま
で
の
存
目
の
例
と
異
な
り
進
献
を

同
じ
く
す
る
書
物
に
対
し
て
「
提
要
」
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
こ
の
『
郭
氏
伝
家
易
説
』
に
対
す
る
翁
方
綱
の

「
提
要
」
原
稿
は
、
校
正
の
報
告
の
部
分
が
あ
り
、
そ
の
上
、

「
応
抄
」
「
応
存
」
な
ど
の
判
断
を
示
し
た
箇
所
も
な
く
、
最

後
に
「
乾
隆
三
十
九
年
十
一
月
朔
日
校
上
」
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
翁
方
網
の
こ
の
「
提
要
」
原
稿
は
、

書
物
の
「
提
要
」
と
い
う
よ
り
も
、
武
英
殿
衆
珍
版
『
郭
薙
伝

家
易
説
』
の
出
版
に
あ
た
っ
て
校
正
し
た
結
果
を
報
告
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
内
容
の
「
提
要
」

で
は
な
く
、
校
正
の
「
報
告
」
で
あ
り
、
挑
踊
の
「
提
要
」
原

稿
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
た
め
に
、
同
一
の
書
物
に
対
し

て
「
提
要
」
原
稿
が
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

い
ま
、
長
く
な
る
が
翁
方
綱
と
挑
掴
と
が
共
に
「
提
要
」
を

書
い
て
い
る
四
庫
著
録
『
郭
薙
伝
家
易
説
』
の
「
提
要
」
を
見

て
み
る
。

翁
方
綱
『
提
要
稿
』

郭
薙
伝
易
説
十
一
巻
凡
八
冊
除
逐
字
旬
応
改
者
皆
巳
改

正
不
男
粘
笠
外
其
欠
於
写
式
必
須
声
説
者
謹
粘
筏
三
十
一
条

十
月
二
十
二
日
分
出
校
辮
至
十
一
月
初
三
日
塀
屹
交
館

宋
郭
薙
伝
家
易
説
十
一
巻
凡
八
冊
山
陰
祁
氏
漁
生
堂
蔵
紗

本
宋
乾
道
中
洛
陽
沖
晦
処
士
郭
薙
子
和
著
前
有
自
序
蟄
論

(79) 
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易
卦
交
諸
条
其
書
言
理
不
言
象
数
以
六
十
四
卦
為
文
王
所

重
又
以
繋
辞
内
所
称
象
繋
者
為
夫
子
自
言
所
繋
之
辞
大
旨

尊
程
伝
其
父
忠
孝
伊
川
門
人
也
自
序
在
紹
興
辛
未
仲
夏
朱

葬
尊
経
義
孜
作
辛
亥
辛
亥
是
紹
興
元
年
菰
序
自
言
伊
川
歿

時
方
四
歳
伊
川
卒
於
大
観
元
年
丁
亥
則
瀕
生
於
崇
寧
三
年

甲
申
至
紹
興
辛
亥
継
二
十
八
歳
当
以
辛
未
為
是
辛
未
是
紹

興
二
十
一
年
薙
年
四
十
八
癸
追
隆
興
甲
申
薙
年
六
十
一
是

年
六
月
右
奉
直
大
夫
知
哀
州
軍
州
主
管
学
事
兼
管
内
勧
農

営
田
事
賜
紫
金
魚
袋
曾
仮
奉
詔
捜
羅
造
逸
以
薙
学
行
薦
於

朝
復
以
其
書
伝
於
学
者
為
跛
其
後
今
此
跛
具
載
巻
末
至
淳

煕
丙
午
提
学
趙
善
誉
復
薦
之
朝
廷
遣
官
受
所
欲
言
始
於
其

家
得
此
書
六
巻
其
時
薙
年
已
八
十
有
三
此
見
陳
振
孫
書
録

解
題
第
不
知
其
以
為
六
巻
者
何
也
抄
本
巻
末
有
孜
異
二
葉

題
云
前
夷
陵
謝
主
領
本
凡
与
巻
内
多
出
字
旬
者
数
処
蓋
此

書
抄
本
頗
竿
見
而
葬
尊
経
義
孜
云
十
一
巻
開
今
惟
大
易
粋

言
所
載
存
大
易
粋
言
者
淳
煕
二
年
九
月
温
陵
曾
種
守
之
集

二
程
子
張
子
広
平
滸
氏
酢
亀
山
楊
氏
時
兼
山
郭
氏
忠
孝
白

雲
郭
氏
薙
七
家
易
解
而
成
書
総
論
三
巻
六
十
四
卦
卦
為
一

巻
繋
辞
伝
上
下
各
二
為
四
巻
説
卦
一
巻
序
雑
卦
合
一
巻
合

七
士
二
巻
凡
渉
取
之
書
又
集
語
録
等
七
十
五
種
而
白
雲
郭

挑

蔀

「

提

要

」

原

稿

・

薙
氏
伝
家
易
説
十
一
巻
宋
郭
薙
著
薙
字
子
和
洛
陽
人
父

氏
薔
卦
弁
疑
中
庸
解
性
説
三
書
亦
問
見
焉
今
郭
氏
易
説
説

原
本
既
空
見
而
抄
伝
者
遂
据
曽
氏
粋
言
所
載
以
為
郭
氏
之

全
書
蓋
粋
言
所
用
皆
全
文
也
然
此
抄
本
則
字
旬
与
粋
言
微

有
不
同
且
有
多
出
者
又
巻
末
有
謝
本
孜
証
則
非
出
於
粋
言

者
也
葬
尊
尊
於
祁
氏
之
書
当
無
不
寓
本
者
而
此
本
実
未
之

見
也
第
一
冊
則
祁
氏
蔵
本
已
亡
乃
後
人
用
粋
言
補
之
者
爾

乾
隆
三
十
九
年
十
一
月
朔
日
校
上

男
附
二
寮
一
考
辮
紹
興
辛
未
不
抄
一
云

以
下
繋
辞
説
卦
序
卦
雑
卦
四
條
已
分
見
於
本
書
各
巻
之
首

蓋
文
言
以
上
所
論
皆
上
下
経
故
須
列
於
巻
首
而
巻
内
則
無

之
繋
辞
以
下
所
論
皆
偲
故
分
列
於
巻
内
而
巻
首
則
無
之
郭

氏
原
書
必
如
此
也
惟
此
抄
本
則
下
七
冊
是
其
原
抄
蔵
之
本

而
絃
首
冊
則
是
男
抄
補
入
之
本
蓋
原
書
首
冊
已
失
収
蔵
家

即
？
大
易
粋
言
抄
補
之
以
是
此
首
冊
也
而
大
易
粋
言
則
係

提
．．
 

於
巻
首
乃
是
大
易
粋
言
書
輯
書
之
体
例
非
郭
氏
原
書

様
癸
今

．． 

存
此
四
條
是
典
本
書
巻
内
相
複
似
以
剛
玄
為

是
謹
筏
侯
酌
（
巻
十
二
•
一
葉
ー
ニ
葉
）
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忠
孝
受
学
程
子
嘗
著
兼
山
易
解
癸
靖
康
中
忠
孝
以
提
刑

死
難
於
関
西
其
書
散
逸
薙
遭
乱
後
隠
居
峡
州
長
楊
山
谷

著
此
書
述
其
父
志
乾
道
中
守
臣
薦
於
朝
施
召
不
起
造
官

受
所
欲
言
乃
以
伝
家
易
説
進
薙
是
書
雖
云
原
本
父
説
而

実
多
出
於
自
得
者
朱
子
云
兼
山
易
溺
於
象
数
之
学
今
観

薙
書
大
抵
剖
晰
義
理
与
程
子
伝
相
似
薙
之
言
日
易
之
書

其
道
其
辞
皆
由
象
出
未
有
忘
象
而
知
易
者
然
如
首
腹
馬

牛
之
類
或
可
忘
此
象
之
末
也
其
説
如
是
殆
非
溺
象
数
者

宋
人
輯
易
説
往
往
損
忠
孝
父
子
謂
程
子
之
葬
也
忠
孝
不

会
以
為
背
師
夫
士
能
抗
節
死
難
宜
其
生
平
篤
於
義
癸
嘗

葬
程
子
之
時
忠
孝
容
有
他
故
不
及
赴
邪
抑
誠
不
免
趨
舎

形
勢
而
卒
乃
晩
蓋
者
邪
然
奈
何
遂
以
罪
及
其
子
哉
薙
又

以
孔
子
象
伝
為
象
辞
故
為
世
所
非
然
自
漢
揚
雄
劉
歓
之

倫
謂
孔
子
作
象
象
沿
及
魏
高
貴
郷
公
之
告
諸
儒
亦
然
以

孔
子
之
伝
為
象
象
其
来
久
戻
登
必
薙
始
誤
邪
夫
漠
晋
以

来
言
易
之
書
尤
衆
於
他
経
溺
象
数
者
其
説
支
而
近
匪
宋

元
之
間
以
義
理
言
易
者
率
闊
程
子
之
緒
餘
而
所
見
之
理

或
非
精
密
果
足
補
程
伝
之
欠
而
祗
益
為
繁
蕪
所
謂
中
無

所
得
而
喜
著
書
為
名
者
典
薙
是
書
雖
若
未
見
大
越
於
其

倫
者
要
其
学
為
程
子
支
流
而
薙
之
生
平
亦
有
合
履
道
坦

坦
幽
人
之
吉
言
易
者
雖
多
如
薙
終
可
謂
無
愧
立
言
者
已

（
『
惜
抱
軒
書
録
』
巻
一
・
一
葉
ー
ニ
葉
）

こ
の
書
物
は
、
『
四
庫
全
書
』
著
録
で
あ
る
う
え
、
『
武
英

殿
衆
珍
版
』
・
『
四
庫
全
書
菅
要
』
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
書
前
提
要
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い

ま
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
べ
て
み
る
と
、
武
英
殿
衆
珍
版
「
書
前
提

要
」
•
四
庫
全
書
蒼
要
「
書
前
提
要
」
・
文
淵
閣
「
書
前
提
要
」

・
文
渕
閣
「
書
前
提
要
」
は
と
も
に
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
間
に
は
異
同
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
書
前
提
要
」
・
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
翁

方
綱
た
ち
の
「
提
要
」
原
稿
を
見
る
と
、
挑
梱
の
「
提
要
」
原

稿
を
利
用
し
て
「
提
要
」
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
『
四
庫
全
書
蒼
要
』
「
書
前
提
要
」
を
引
用
し

て
、
挑
梱
の
「
提
要
」
原
稿
と
の
異
同
箇
所
を
陰
文
の
反
転
文

字
で
示
す
。

『
四
庫
全
書
蒼
要
』
「
書
前
提
要
」

声
等
謹
案
易
説
十
一
巻
宋
郭
薙
握
薙
字
子
和

洛
陽
人
父
忠
孝
受
学
闘
程
子
著
兼
山
易
解
靖

(81) 
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説
進
薙
是
書
雖
云
本
國
父
説
而
実
多
出
寵
自

得
朱
子
云
兼
山
易
溺
子
象
数
之
学
今
観
癖
書

大
抵
剖
析
義
理
与
程
伝
相
似
非
溺
象
数
者
也

薙
之
言
日
易
之
為
書
其
道
其
辞
皆
由
象
出
闘

有
忘
象
而
知
易
者
如
首
腹
馬
牛
之
類
或
園
可

子
麗
支
流
而
國
平
生
閏
圃
赤
有
合
幽
人
坦
坦

履
道
之
吉
可
謂
無
愧
闘
立
言
者
已
乾
隆
四
十

五
年
七
月
恭
校
上

こ
の
よ
う
に
「
書
前
提
要
」
は
、
挑
謡
の
『
提
要
』
原
稿
を

利
用
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
に
基
づ
い

て
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

乱
後
隠
居
峡
州
長
楊
山
谷
著
為
此
書
乾
道
中

の

に

は

あ

る

の

べ

て

（

）

。

こ

こ

こ

と

は

武

英

殿

衆

珍

版

「

の

校

訂
者
に
翁
方
綱
の
名
前
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
か
ら
、
こ

の
武
英
殿
衆
珍
版
「
書
前
提
要
」
は
、
翁
方
知
ど
が
書
い
た

も
の
で
あ
る
か
の
印
象
を
あ
た
え
る
。
し
か
し
、
「
提
要
」
原

稿
を
比
較
し
て
み
た
よ
う
に
、
「
書
前
提
要
」
は
、
挑
漏
の
「
提

要
」
原
稿
に
か
な
り
依
拠
し
て
お
り
、
翁
方
綱
の
原
稿
を
利
用

し
た
形
跡
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
翁
方
網
•
紀
胸
•
陸

錫
熊
な
ど
は
、
文
字
ど
お
り
こ
の
書
物
を
「
恭
し
ん
で
校
（
校
）
）2
 

co 

し
て
上
ま
つ
る
」
と
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(

つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
郭
癖
伝
家
易
説
』
が
武
英
殿

衆
珍
版
に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
る
時
に
あ
た
っ
て
、
翁
方
綱

が
校
正
を
行
っ
た
、
そ
の
時
の
報
告
が
『
提
要
稿
』
に
収
め
ら

れ
た
「
提
要
」
原
稿
な
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ

は
、
「
武
英
殿
衆
珍
版
」
と
し
て
出
版
す
る
に
際
し
て
は
、
か
な

り
入
念
に
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
日
付
か
ら
見
て
、
乾
隆
三
十
八
年
か
ら
三
十

九
年
秋
ま
で
の
間
に
先
ず
挑
踊
が
「
提
要
」
原
稿
を
書
い
た
。

そ
れ
を
、
武
英
殿
衆
珍
版
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
る
に
際
し
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（表
2

同文

弓

文渕閣 淵文閣 庫全四 畠

I 凰,~ 
rヽ

訂 訂 L— 
総

正

晶筆
稿原

具要 凰 要~ ~ 贋要書 乾息書贋要
lb 

L - L 

畠 畠 鷹畠十i! 喜
五

十七四 五十四 十一四 朔一月 十t 八

年 年三 年七 年五 に日 正月
I 

月^ 月^ 月^ 校正 ＾ 紀均

霞~ 
無記名 紀齢.l 均紀. 一1なを了 眉陸

- 錫熊陸 錫熊陸 う ． 

． ． 翁ヽ

孫士 孫士 -
毅毅．．  

犀陸費 罪陸費

......,、_,.
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て
、
翁
方
綱
が
書
物
全
体
を
乾
隆
三
十
九
年
十
一
月
に
校
正
し

て
報
告
の
た
め
の
「
提
要
」
を
作
っ
た
。
紀
胸
な
ど
は
、
挑
踊

の
原
稿
に
手
を
加
え
「
書
前
提
要
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
が
、

乾
隆
四
十
年
正
月
で
あ
っ
た
。
以
後
の
「
書
前
提
要
」
は
す
べ

て
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
言
う
と
、
巻
十
二
に
は
、
こ
の
『
郭
癖
伝
家
易
説
』

の
後
に
『
説
文
[
解
字
]
築
韻
譜
』
（
『
四
庫
全
書
』
の
み
著

録
）
・
『
周
礼
訂
義
』
（
『
四
庫
全
書
』
の
み
著
録
）
な
ど
の

提
要
が
並
べ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
要
の
末
に
も
「
恭
校
上
」

の
文
字
が
見
え
る
。
す
る
と
、
『
四
庫
全
書
』
と
し
て
筆
写
さ

れ
る
時
に
も
、
校
正
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
よ
う
。
し

た
が
っ
て
、
『
提
要
稿
』
に
散
見
す
る
「
恭
校
上
」
と
い
う
文

字
の
見
え
る
「
提
要
」
部
分
は
、
こ
う
し
た
校
正
報
告
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
思
う
。

ま
た
、
こ
の
書
物
は
一
部
の
み
が
四
庫
館
に
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
の
『
郭
痺
伝
家
易
説
』

の
「
書
前
提
要
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
四
庫
館
臣
が
準
備
・

作
成
し
た
資
料
と
し
て
は
、
挑
掘
の
「
提
要
」
原
稿
の
み
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
『
書
前
提
要
』
に
、
挑
蘭
の
「
提

要
」
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
参
照
し
た
形
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
こ
れ
ら
『
書
前

提
要
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要

を
引
用
し
て
、
『
書
前
提
要
』
と
の
異
同
箇
所
を
陰
文
の
反
転

文
字
で
示
す
。

郭
氏
家
伝
易
説
痙
愛
製
架

宋
郭
痺
撰
痺
字
子
和
洛
陽
人
父
忠
孝
受
顧
園

i

程

子
著
兼
山
易
解
靖
康
中
為
永
興
軍
路
提
刑
死
難

逸
薙
醐
闊
後
隠
居
峡
州
長
楊
山
谷
著
為
此
書
國

圏
朝
召
襲
不
起
賜
号
沖
晦
処
士
後
更
賜
称
願
正

先
生
遣
官
受
所
欲
言
乃
以
圃
闘
遁
隠
冒
国
願
輯
塁

＇
朱
子
云
兼
山
易
溺
於
象
数
之
学
臨
闊
國

繭
今
観
癖
書
圃
大
抵
剖
析
義
理
与
程
伝
相
似

顧
易
之
為
書
其
道
其
辞
皆
由
象
出
臨
有
忘
象

而
知
易
者
如
首
腹
馬
牛
之
類
或
時
可
忘
此
象
之

末
也
喜
置
置
器
舞
麗
襲
醤
議
9
9
1
9譴
國

(84) 
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國
薙
又
不
以
卦
辞
為
象
而
謂
観
乎
象
辞
者
即
孔

子
自
謂
其
象
伝
ー
冒
置
認
璽
釜
蒻
ー
”
皿
監

璽
翡
璽
璽
欝
摺
麗
眉
屑
9
冒
璽
眉
眉
璽

'
，
麗
闘
凰
籠
饂
爾
画
醍
巽
息
員
皇
璽
圃
醤

冒
置
督
眉
9u111’クー

9

璽
屑
麗
四
匿
眉

麒
’
’
’
暑
鷹
[
9
9
1ー、

濶
盟
闘
票
J

璽
（
巻
―
―
・
経
部
・
易
類
三
）

こ
の
よ
う
に
異
同
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
五
ヶ
所
で
あ
る
。

a
宋
史
忠
義
伝
…
…

b

其
説
一
本
於
忠
孝
、
故
以
伝
家
為
名

c
陸
滸
敗
兼
山
易
説
…
…

d

渦
椅
『
厚
齋
易
学
』
深
斥
其
非
、
則
公
論
也

e
朱
葬
尊
『
経
義
考
』
謂
薙
原
書
不
伝
、
僅
散
見
『
大

易
粋
言
』
中
。
此
本
十
一
巻
、
典
宋
志
相
合
、
蓋
猶

旧
本
葬
尊
偶
未
見
也
。
陳
振
孫
『
[
直
齋
]
書
録
解

題
』
作
「
六
巻
」
。
考
『
中
興
書
目
』
別
有
薙
卦
交

旨
要
六
巻
、
殆
誤
以
彼
之
巻
数
為
此
巻
数
欺

a
は
、
体
例
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

b
に

つ
い
て
は
、
直
接
に
『
経
義
考
』
か
ら
の
引
用
と
は
言
い
難
い

が
、
『
経
義
考
』
巻
二
十
四
（
「
郭
氏
細
伝
家
易
説
」
条
）
に

も
引
く
序
文
の
「
潜
稽
易
象
以
述
旧
聞
伝
於
家
、
使
母
忘
先
人

業
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。

C
は
『
経

義
考
』
巻
二
十
一
（
「
郭
氏
攀
兼
山
易
説
」
条
）
か
ら
、

d

と

e
と
は
『
経
義
考
』
巻
二
十
四
（
「
郭
氏
細
伝
家
易
説
」
条
）

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
と
く
に

e
に
つ
い
て
は
、
朱
葬
尊
『
経

義
考
』
巻
二
十
四
に
、
『
伝
家
易
説
』
が
著
録
さ
れ
、
そ
の
次

の
項
目
に
『
卦
交
辞
要
』
が
あ
り
、
『
中
興
書
目
』
か
ら
の
引

用
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
お
い
て
「
考

『
中
興
書
目
』
」
と
あ
る
の
は
、
『
経
義
考
』
所
引
の
「
『
中

興
書
目
』
を
考
え
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

5
 

8
 

た
だ
し
、
「
陳
振
孫
『
[
直
齋
]
書
録
解
題
』
作
「
六
巻
」
」
（

と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
一
の
表
題
に
は
、

「
伝
家
易
説
十
一
巻
」
と
あ
っ
て
‘
「
『
[
直
齋
]
書
録
解
題
』

作
「
六
巻
」
」
と
合
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
『
経
義
考
』
に
引
用

ママ

す
る
『
直
齋
書
録
解
題
』
の
文
中
に
「
得
其
伝
家
易
学
六
巻
以

進
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
『
経
義
考
』
は
、
恐
ら
く
『
直
齋
書
録
解
題
』
に
「
伝

家
兵
学
六
巻
以
進
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
作
六
巻
」
と
し
た
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
に
お
い
て
、

「
[
『
直
齋
書
録
解
題
』
で
は
]
以
て
六
巻
と
為
す
者
は
何
た
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る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
引
き
ず

ら
れ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

要
す
る
に
、
『
書
前
提
要
』
を
書
き
改
め
て
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
も
、
い
ち
い
ち
原
書
を
見
ず
に
、

さ
し
あ
た
っ
て
は
『
経
義
考
』
を
利
用
し
て
文
章
が
付
け
加
え

ら
れ
て
い
っ
た
、
と
い
え
る
（
注
7
)
。

こ
こ
か
ら
敢
え
て
考
え
て
み
る
と
、
刊
本
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
作
成
に
お
い
て
は
、
『
経
義
考
』
な
ど
を
参
照
し
て
付

加
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
結
果
、

『
書
前
提
要
』
と
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
の
文
章
の
異
同

が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
『
提
要
稿
』
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
綿
密
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
『
四

庫
全
書
蒼
要
』
・
『
書
前
提
要
』
か
ら
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

に
い
た
る
ま
で
に
、
暫
時
付
加
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
「
提
要
」

も
存
在
す
る
（
た
と
え
ば
『
中
州
集
』
の
「
提
要
」
は
、
殿
版

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
・
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
・
文
淵

閣
『
書
前
提
要
』
が
同
文
で
あ
る
が
、
文
渕
閣
『
書
前
提
要
』

は
そ
れ
ら
を
節
略
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
庫
全
書
苔
要
『
書
前
提

要
』
は
異
な
っ
た
「
提
要
」
と
な
っ
て
い
る
）
の
で
、
私
の
考

え
も
、
僅
か
な
例
か
ら
見
た
仮
説
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
僅
か
な
例
か
ら
で
は
あ
る
が
重

複
す
る
翁
方
綱
と
挑
踊
と
の
「
提
要
」
原
稿
か
ら
考
え
て
み
る

と
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
や
『
書
前
提
要
』
な
ど
は
、
翁

方
綱
な
ど
四
庫
館
臣
た
ち
の
書
い
た
「
提
要
」
原
稿
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
存
目
の
場
合
は
、
底
本

に
選
定
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
或
る
一
っ

の
版
本
の
書
物
に
附
さ
れ
た
「
提
要
」
原
稿
に
大
き
く
依
存
し

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
四
庫
著
録
の
部
分
の
『
四
庫
）6
 

8
 

全
書
総
目
提
要
』
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
著
録
し
て
後
世
に
伝
（

え
よ
う
と
し
た
た
め
か
、
か
な
り
い
ろ
い
ろ
な
参
考
書
を
参
照

し
て
書
き
足
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
紀
胸
な
ど
の
総
纂
官
が
万
巻
の
書
を
読
ん
で

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
進

献
さ
れ
た
書
物
に
付
さ
れ
た
「
提
要
」
原
稿
を
読
ん
で
書
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
で
は
あ

る
が
、
導
き
だ
し
た
―
つ
の
推
論
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
四
庫

全
書
総
目
提
要
』
の
編
纂
過
程
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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1

翁
方
綱
は
、
こ
の
『
提
要
稿
』
に
跛
文
を
書
い
て
お
り
、

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
れ
二
十
年
写
す
所
の
提
要
の
卿
藁
な
り
。
爾
の

時
、
凡
そ
金
石
の
著
録
す
る
著
書
に
遇
え
ば
、
予
輛

つ
く

ち
提
要
を
作
ら
ん
と
擬
す
。
亦
た
旧
日
為
る
所
の
題

お
こ

跛
の
語
に
し
て
提
要
に
借
り
て
以
て
之
を
発
す
者
あ
り

（
「
自
跛
提
要
旧
卿
」
『
復
初
斎
文
集
』
巻
三
十
五
）
。

こ
こ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
『
提
要
稿
』
の
金
石
に
関
す
る
書

物
な
ど
の
提
要
の
中
に
は
、
「
提
要
」
の
編
纂
と
は
か
か
わ

り
な
し
に
作
成
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

2

『
四
庫
採
進
書
目
』
に
よ
る
と
江
西
巡
撫
の
海
続
は
、
合

計
六
回
に
分
け
て
進
献
を
行
な
っ
て
い
る
。
目
録
の
順
番
か

ら
す
る
と
「
江
西
巡
撫
海
続
購
書
目
」
と
「
六
次
続
採
」
と

は
、
江
西
巡
撫
の
海
続
が
行
な
っ
た
五
回
目
と
六
回
目
と
の

進
献
書
目
に
あ
た
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
書
目
所
収
の
書

に
つ
い
て
の
提
要
は
、
順
不
同
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
す
る
と
‘
翁
方
綱
は
「
江
西
巡
撫
海
続
購
書
目
」
と
「
六

注

次
続
採
」
と
の
書
物
を
一
括
し
て
処
理
し
た
の
で
は
な
い
か
。

3

挑
踊
や
部
晋
涵
（
乾
隆
三
十
八
年
(
-
七
七
三
）
に
四
庫

全
書
館
に
入
り
‘
乾
隆
四
十
年
に
服
喪
の
た
め
帰
郷
）
の
「
提

要
」
原
稿
は
、
そ
の
四
庫
全
書
館
に
い
た
時
期
・
官
職
か
ら

考
え
る
と
ほ
ぼ
翁
方
網
『
提
要
稿
』
と
同
じ
性
質
の
原
稿
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
挑
踊
・
部
晋
涵
の
も
の
は

刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
不
必
要
な
箇
所
、
た
と
え
ば
文
字
の

検
閲
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
や
、
著
録
す
る
か
ど
う
か
の
判
断

を
示
し
た
と
こ
ろ
な
ど
は
省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
お
、
部
晋
涵
の
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』
に
つ
い
て
は
、
福

島
正
氏
の
研
究
が
あ
る
。
「
部
晋
涵
の
歴
史
学
|
l
餘
眺
部

氏
の
歴
史
学
そ
の
一
ー
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第

五
号
・
一
九
八
二
年
）
。

4

『
提
要
稿
』
に
は
、
「
眉
注
に
云
う
、
此
れ
須
ら
く
『
明

史
』
「
[
列
]
伝
」
及
び
云
至
全
竺
を
査
す
べ
し
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
『
提
要
稿
』
の
「
先
是
成
化
間
三
原
王
恕
作

漕
河
通
志
十
四
巻
宏
治
九
年
瑣
以
工
部
中
郎
管
理
河
道
乃
国

恕
書
而
増
損
之
」
の
箇
所
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
翁
方
綱
が
「
漕
河
図
志
序
」
に
「
成

化
間
、
吏
部
尚
書
三
原
王
公
為
刑
部
左
侍
郎
、
総
治
河
防
、

(87) 
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嘗
稽
典
籍
・
公
朋
、
作
『
漕
河
通
志
』
」
や
「
弘
治
九
年
丙

辰
春
三
月
戌
子
、
奉
勅
管
理
河
道
工
部
郎
中
晋
陽
王
覆
序
」

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
書
い
た
た
め
、
も
う
一
度
、
他
の
史
料

を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
注
記
し
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
明
史
』
芸
文
志
や
王
恕
•
王
瑣
の
列
伝
を
見
て

も
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
な
に

も
付
け
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

5

書
名
に
つ
い
て
、
翁
方
綱
の
『
提
要
稿
』
は
「
周
易
芳
注

十
巻
前
図
二
巻
」
．
挑
邸
の
「
提
要
」
原
稿
は
「
周
易
芳
注

前
図
」
と
あ
り
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
「
周
易
芳

注
図
説
二
巻
」
と
な
っ
て
い
る
。
書
名
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
は
、
朱
升
の
著
作
と
し
て
『
周

易
芳
注
図
説
』
・
『
尚
書
芳
注
』
・
『
楓
林
集
』
・
『
風
林

類
選
小
詩
』
の
四
種
の
著
作
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
『
周
易
』

に
関
す
る
著
作
は
、
『
周
易
芳
注
図
説
』
の
み
で
あ
る
。
ま

た
、
翁
方
綱
・
挑
踊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
提
要
」
原
稿
を
見
る

と
、
内
容
が
同
一
の
書
物
に
つ
い
て
書
か
れ
い
る
よ
う
に
読

め
る
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
お
そ
ら
く
以
下
の
三
種
の
提
要
は
、

同
一
の
書
物
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

6

『
郭
薙
伝
家
易
説
』
の
書
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
院
元

．
浙
江
刻
本
の
み
は
、
『
郭
薙
家
伝
易
説
』
と
な
っ
て
い
る
。

『
四
庫
全
書
蒼
要
』
の
「
書
前
提
要
」
な
ど
他
の
提
要
及
び

書
目
で
は
す
べ
て
『
郭
薙
伝
家
易
説
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
院
元
・
浙
江
刻
本
を
再
版
し
た
広
東
書
局
本
で
も
『
郭

薙
伝
家
易
説
』
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
四
庫

全
書
』
著
録
本
が
『
郭
薙
伝
家
易
説
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
玩
元
・
浙
江
刻
本
の
『
郭
薙
家
伝
易
説
』

は
単
な
る
誤
植
で
あ
ろ
う
。

7

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
余
嘉
錫
が
、

其
の
[
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
]
援
拠
の
紛
綸
た

る
を
観
る
に
、
極
め
て
眩
博
な
る
に
似
た
れ
ど
も
、
其

の
出
処
を
按
ず
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
経
部
は
多
く
之
を

『
経
義
考
』
に
取
り
、
史
・
子
・
集
の
三
部
は
多
く
之

を
『
[
文
魃
通
考
』
経
籍
考
に
取
る
o

戸
兆
穴
ム
武
『
郡

齋
読
書
志
』
]
.
陳
[
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
]
の

書
目
に
即
き
て
は
、
亦
た
未
だ
嘗
て
原
書
を
覆
検
せ
ず
。

そ
の
他
は
論
ず
る
こ
と
な
き
な
り
（
「
四
庫
提
要
弁
証

序
録
」
『
四
庫
提
要
弁
証
』
所
収
・
中
華
書
局
・
一
九

八
0
年
刊
）
。

と
述
べ
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
。

(88) 
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